
こ
の
夏
、
流

星
を
見
に
蔵
王

の
展
望
台
へ
出

か
け
た
。
高
校

生
の
時
、
酸
ヶ

湯
温
泉
で
見
た

吸
い
込
ま
れ

そ
う
な
星
空
に
は
及
ば
な
か
っ

た
も
の
の
、
空
一
杯
に
星
が
輝

い
て
い
た
。
何
億
年
前
に
発
せ

ら
れ
た
光
を
眺
め
て
い
る
と
、

宇
宙
の
膨
大
さ
に
気
が
遠
く
な

る
思
い
が
し
た
。
▼
リ
サ
・
ラ

ン
ド
ー
ル
著
『
ワ
ー
プ
す
る
宇

宙
』
で
は
、
我
々
は
三
次
元

の
膜
宇
宙
に
住
ん
で
い
て
、
そ

の
外
側
に
膜
宇
宙
と
な
ら
な
か

っ
た
余
剰
次
元
が
歪
曲
し
て
存

在
す
る
と
い
う
。
素
粒
子
の
様

な
微
視
的
世
界
が
宇
宙
の
様
な

巨
視
的
世
界
と
関
係
あ
る
こ
と

自
体
、
理
解
し
難
い
が
、
宇
宙

の
果
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
が
、
ブ

レ
ー
ン
ワ
ー
ル
ド
理
論
に
よ
り

解
か
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

▼
展
望
台
ま
で
の
高
速
道
路
で

「
熊
と
の
衝
突
注
意
」
の
電
光

掲
示
を
何
度
か
見
か
け
た
。
生

息
地
か
ら
人
里
へ
出
て
き
て
、

昨
年
、
全
国
で
約
五
千
頭
も
の

熊
が
捕
獲
さ
れ
た
と
い
う
。
熊

も
環
境
変
化
へ
の
対
応
を
迫
ら

れ
て
い
る
と
し
た
ら
悲
し
い
こ

と
だ
。
▼
静
か
に
夜
空
を
眺
め

て
い
る
と
、
星
空
は
地
上
の
様

々
な
出
来
事
と
は
ま
る
で
関
係

が
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
現
実

世
界
か
ら
見
る
と
宇
宙
は
も
ち

ろ
ん
、
地
球
さ
え
普
遍
的
だ
。

し
か
し
今
そ
の
恒
常
性
が
大
き

く
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、

熊
や
種
々
の
動
植
物
が
我
々
に

教
え
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
余
剰
次
元
理
論
に
よ
り
将

来
、
宇
宙
の
秘
密
が
解
き
明
か

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ

れ
ま
で
地
球
環
境
は
大
丈
夫
な

の
だ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
思
い
と

は
無
関
係
に
、
頭
上
を
ペ
ル
セ

ウ
ス
流
星
が
何
個
も
流
れ
て
い

っ
た
。	

（
Ｍ
・
Ｈ
）

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
一
年
間
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
校
に
留
学
し
た
英
語
ク
ラ
ス
の
一
行

文
部
科
学
省
が
進
め
る
大
学
教
育
の
国
際
化
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
度
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

「
先
端
的
国
際
連
携
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
、
本
学
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
活
躍
す
る
理
工
系
人
材
の
養
成
（
先
進
海

外
大
学
と
の
学
部
留
学
か
ら
大
学
院
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

取
得
ま
で
）」
が
採
択
さ
れ
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
全
国

の
大
学
研
究
機
関
か
ら
五
十
一
件
の
申
請
が
あ
り
、
東
北
大

学
、
東
京
大
学
、
神
戸
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
理
科
大

学
、
及
び
広
島
大
学
と
立
命
館
大
学
の
共
同
取
組
の
六
件
が

採
択
さ
れ
た
。

「
先
端
的
国
際
連
携
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
我
が
国
の
高

等
教
育
の
国
際
的
通
用
性
・
共

通
性
の
向
上
や
国
際
競
争
力
の

強
化
及
び
国
際
的
認
知
度
の
向

上
を
図
る
た
め
、
海
外
と
大
学

と
の
交
流
実
績
を
生
か
し
、

海
外
の
複
数
の
大
学
等
と
連

携
し
、
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー

な
ど
の
複
数
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
共

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な

ど
、
我
が
国
の
高
等
教
育
を
国

際
的
な
水
準
に
引
き
上
げ
る
先

端
的
な
国
際
連
携
を
図
る
取
組

に
対
し
、
文
部
科
学
省
が
採
択

大
学
に
財
政
的
支
援
を
行
う
も

の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
は
、
産
業
経

済
・
科
学
技
術
や
文
化
等
あ
ら

ゆ
る
分
野
の
人
間
活
動
が
、
国

境
を
越
え
瞬
時
に
響
き
合
う
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の

大
学
に
は
、
ひ
と
き
わ
鋭
敏
な

国
際
性
が
要
求
さ
れ
る
。
本
学

も
こ
の
よ
う
な
激
動
す
る
社
会

情
勢
の
中
、
大
学
の
国
際
化
を

推
進
す
べ
く
、
学
長
・
理
事
長

の
合
同
委
員
会
で
あ
る
国
際
化

戦
略
委
員
会
に
お
い
て
、
本
学

に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
化
ポ
リ
シ

ー
を
議
論
し
「
戦
略
的
国
際
活

動
推
進
の
た
め
の
提
案
」
を
纏

め
答
申
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
回
採
択
さ
れ
た
先
端
的
国
際

連
携
構
想
は
戦
略
的
国
際
化
提

案
の
中
で
も
、
教
育
研
究
の
国

際
化
の
大
き
な
柱
と
し
て
う
た

わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
文

部
科
学
省
に
採
択
さ
れ
た
こ
と

は
非
常
に
意
義
が
あ
る
。

本
取
組
は
、
本
学
の
理
学
部

第
一
部
、
第
二
部
及
び
理
学
研

究
科
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に

活
躍
す
る
理
工
系
人
材
の
養

成
」
と
し
て
進
め
る
も
の
で
、

米
国
有
数
の
研
究
型
大
学
と
し

て
評
価
の
高
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ー

ズ
校
、
及
び
オ
ハ
イ
オ
州
立
大

学
と
連
携
し
、
本
学
学
生
に
対

し
、
学
部
に
お
け
る
一
年
間
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
大
学
院
に
お

け
る
ダ
ブ
ル
・
マ
ス
タ
ー
・
デ

ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有

機
的
に
機
能
さ
せ
て
、
大
学
院

修
士
課
程
修
了
時
に
本
学
と
留

学
先
大
学
か
ら
二
つ
の
修
士
学

位
を
授
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

米
国
の
先
端
研
究
大
学
へ
の

海
外
留
学
を
通
じ
て
、
英
語
に

よ
る
専
門
知
識
の
吸
収
と
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
異
文
化
体

験
に
よ
る
国
際
感
覚
と
広
い
視

野
を
修
得
し
、
な
お
且
つ
日
米

の
二
つ
の
修
士
学
位
の
取
得
で

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
肢
が
広

が
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
に

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ

る
。
更
に
、
大
学
院
教
育
に
お

い
て
は
、
国
際
連
携
三
大
学
か

ら
一
年
間
学
生
を
受
け
入
れ
、

修
士
課
程
修
了
時
に
ダ
ブ
ル
・

マ
ス
タ
ー
・
デ
ィ
グ
リ
ー
を
授

与
す
る
も
の
で
、
本
学
の
大
学

院
教
育
の
国
際
的
通
用
性
を
向

上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

本
学
は
、
戦
略
的
に
先
進
研

究
大
学
と
の
国
際
連
携
を
推
進

し
て
お
り
、
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
地
域
に
お
い
て
、
青
色
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
発
明
者
で

本
学
の
顧
問
で
も
あ
る
中
村
修

二
教
授
が
い
る
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
バ

ー
バ
ラ
校
と
の
研
究
交
流
を
実

施
し
、
昨
年
度
か
ら
は
Ｕ
Ｃ
サ

ン
タ
ク
ル
ー
ズ
校
と
夏
季
英
語

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
、

毎
年
二
十
人
程
の
学
生
を
派
遣

す
る
な
ど
交
流
実
績
を
積
ん
で

き
た
。
更
に
、
今
回
の
先
端
的

国
際
連
携
取
組
の
先
取
り
と
し

て
、
学
部
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
一
年
間
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
二
〇
〇
七
年
四
月
よ

り
開
始
し
、
現
在
一
期
生
六
人

を
Ｕ
Ｃ
サ
ン
タ
ク
ル
ー
ズ
校
に

派
遣
し
て
い
る
。
二
〇
〇
八
年

度
に
は
Ｕ
Ｃ
デ
イ
ビ
ス
校
に
も

一
年
間
留
学
生
を
派
遣
す
る
予

定
で
あ
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
大
学
や
米

国
の
他
の
地
域
に
お
け
る
大
学

と
の
交
流
が
益
々
盛
ん
に
な
る

状
況
を
踏
ま
え
、
本
学
初
の
海

外
拠
点
を
日
本
学
術
振
興
会

（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
研
究
連
絡
セ
ン
タ
ー
内
に

開
設
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
事
務
所
に
は
専
任
事
務
職
員

を
常
駐
さ
せ
、
留
学
中
の
学
生

の
危
機
管
理
な
ど
の
業
務
を
担

う
と
と
も
に
、
後
背
地
に
シ
リ

コ
ン
バ
レ
ー
を
有
す
る
地
の
利

を
生
か
し
て
、
知
財
・
産
学
官

連
携
の
国
際
化
を
進
め
る
拠
点

と
し
て
も
そ
の
任
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

国
際
教
育
に
関
す
る
本
学
学

生
の
関
心
は
高
く
、
今
年
度
実

施
し
た
以
下
の
四
つ
の
短
期
海

外
留
学
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
合
計
百
五
十
人
の
学
生
が
参

加
し
た
。

＊�

オ
レ
ゴ
ン
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
米
国
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州

立
大
学
）

＊�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
タ
ク
ル
ー

ズ
校
）

＊�

イ
ン
ド
Ｉ
Ｔ
英
語
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
イ
ン
ド
プ
ネ
市
・
ソ
フ

ト
ブ
リ
ッ
ジ
教
育
セ
ン
タ
ー
）

＊�

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
英
国
マ
ン
チ
ェ

ス
タ
ー
大
学
）

二
〇
〇
八
年
度
実
施
予
定
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
一
年
間

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
国
際
交
流
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
近
々
発
表
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

本
学
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所
見
学
に
訪
れ
た
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
一
年
間
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
一
行

今
夏
七
月
六
日
か
ら
の
大
雨

に
よ
る
熊
本
県
の
災
害
、
七
月

十
六
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
沖
地
震
、
八
月
二
日
の
台
風

五
号
、
及
び
九
月
の
台
風
十
一

号
等
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。
本

学
で
は
、
右
記
の
災
害
に
よ
る

災
害
救
助
法
適
用
地
域
に
居
住

さ
れ
て
い
る
在
学
生
、
受
験
生

及
び
そ
の
家
計
支
持
者
を
対
象

に
学
費
等
の
減
免
措
置
を
講
じ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
支
援
対
象
】

①
家
計
支
持
者
が
死
亡
ま
た

は
高
度
障
害
を
負
っ
た
場
合
、

ま
た
は
家
計
支
持
者
の
事
業
に

甚
大
な
被
害
が
あ
っ
た
場
合

②
家
屋
の
倒
壊
・
半
壊
・
焼

失
・
床
上
浸
水
等
の
場
合

＊�

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

【
在
学
生
に
対
す
る
支
援
】

被
災
し
た
在
学
生
に
は
、
被

害
の
程
度
に
よ
り
学
費
等
の

全
額
ま
た
は
一
部
を
免
除
し
ま

す
。
そ
の
他
、
奨
学
金
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

細
は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
課

（
学
務
係
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
受
験
生
に
対
す
る
支
援
】

被
災
し
た
受
験
生
に
は
、
入

学
検
定
料
を
免
除
し
、
被
害
の

程
度
に
よ
り
学
費
等
の
全
額
ま

た
は
一
部
を
免
除
し
ま
す
。
詳

細
は
入
試
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
３・５
２
２
８・８
０
９
２
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

支
援
を
受
け
る
に
は
「
罹
災

証
明
書
」
等
が
必
要
で
す
。
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２
面　

新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
後
期
授
業
改
善

３
面　

世
界
４
大
学
と
新
協
定
／
産
学
官
連
携
ニ
ュ
ー
ス

４
面　

創
立
125
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名
／
理
窓
会
だ
よ
り

５
面　

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面　

今
年
度
の
就
職
活
動
状
況
／
本
学
発
祥
の
地
確
認

７
面　

図
書
館
利
用
法
ガ
イ
ド
●下
／
長
万
部
サ
マ
ー
教
室

８
面　
「
理
大
・
人
」／
学
生
受
賞
一
覧
／
公
益
通
報
窓
口

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
活
躍
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
活
躍
す
る

理
工
系
人
材
の
養
成

理
工
系
人
材
の
養
成

本
学
の
取
組
文
科
省
　
　

に
採
択

プ
　

ロ

グ
ラ
ム

’07年度スタート

＜ 先端的国際連携の全体構想 ＞

NTT物性科学基礎研究所、物質・材料
研究機構、産業技術総合研究所

ホンダ

東京理科大学
サンフランシスコ

事務所

米国ホンダ

東京理科大学

UCサンタクルーズ

UCサンタバーバラ オハイオ州立大学

UCデイビス

産学連携

協定あり

連携大学院

研究交流

ホンダOSUパートナーシップ

学部生１年留学プログラム
　ダブルマスターディグリー

ダブルマスターディグリー
　ホンダスカラーシップ

　　短期サマープログラム
　学部生１年留学プログラム
ダブルマスターディグリー

進
展
す
る
研
究
交
流・留
学

経
済
的
な
支
援
を
し
ま
す

中
越
沖
地
震
等
被
災
学
生
・
受
験
生



平
成
十
九
年
十
月
一
日
付
で

補
職
等
の
異
動
が
発
令
さ
れ
、

理
学
部
第
二
部
学
部
長
に
化
学

科
の
佐
藤
毅
教
授
、
学
生
部
長

に
理
学
部
第
二
部
数
学
科
の
新

妻
弘
教
授
、
野
田
図
書
館
長
に

基
礎
工
学
部
電
子
応
用
工
学
科

の
宮
本
岩
男
教
授
が
就
任
し

た
。
十
月
一
日
現
在
の
主
な
補

職
等
は
次
の
と
お
り
。

▽
理
学
部
第
一
部
学
部
長

（
兼
大
学
院
理
学
研
究
科
長
）

＝
橋
本
巖
教
授
▽
理
学
部
第
二

部
学
部
長
＝
佐
藤
毅
教
授
▽
工

学
部
第
一
部
学
部
長
（
兼
大
学

院
工
学
研
究
科
長
）
＝
真
鍋
恒

博
教
授
▽
工
学
部
第
二
部
学
部

長
＝
増
井
典
明
教
授
▽
薬
学
部

長
（
兼
大
学
院
薬
学
研
究
科

長
）
＝
大
島
広
行
教
授
▽
理
工

学
部
長
＝
大
矢
雅
則
教
授
▽
大

学
院
理
工
学
研
究
科
長
＝
古
谷

賢
朗
教
授
▽
基
礎
工
学
部
長

（
兼
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

長
）
＝
福
田
博
教
授
▽
経
営
学

部
長
（
兼
大
学
院
経
営
学
研
究

科
長
）
＝
原
田
昇
教
授
▽
長
万

部
教
養
部
長
＝
藤
井
志
郎
教
授

▽
総
合
科
学
技
術
経
営
研
究
科

長
＝
石
田
正
泰
教
授
▽
学
生
部

長
＝
新
妻
弘
教
授
▽
神
楽
坂
地

区
学
生
部
長
＝
小
向
得
優
准
教

授
、
野
田
地
区
学
生
部
長
＝
平

川
保
博
教
授
、
久
喜
地
区
学
生

部
長
＝
齊
藤
進
教
授
▽
図
書
館

長
＝
河
村
洋
教
授
、
神
楽
坂
図

書
館
長
＝
古
川
猛
夫
教
授
、
野

田
図
書
館
長
＝
宮
本
岩
男
教

授
、
久
喜
図
書
館
長
＝
井
上
洋

教
授
、
長
万
部
図
書
館
長
＝
高

井
茂
教
授
▽
総
合
研
究
機
構
長

＝
二
瓶
好
正
教
授
▽
生
命
科
学

研
究
所
長
（
兼
大
学
院
生
命
科

学
研
究
科
長
）
＝
安
部
良
教
授

▽
情
報
科
学
教
育
・
研
究
機
構

長
＝
山
登
一
郎
教
授
▽
学
長
補

佐
＝
石
井
力
教
授
・
植
木
正
彬

教
授
・
瀬
戸
裕
之
教
授

新
任
の
佐
藤
理
学
部
第
二
部

学
部
長
に
就
任
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。

東
京
理
科
大
学
が
一
八
八
一

年
に
二
十
一
人
の
青
年
理
学
士

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
こ
と

は
、
本
学
に
関
わ
る
者
の
等
し

く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
に

言
う
科
学
教
育
に
よ
る
日
本
国

運
の
発
展
を
志
し
た
先
学
の
思

い
は
、
現
在
も
決
し
て
色
褪
せ

て
は
い
な
い
。
崇
高
な
志
を
持

つ
先
達
の
厳
し
い
教
育
と
、
心

か
ら
学
び
た
い
者
と
の
良
き
出

会
い
が
本
学
を
形
づ
く
っ
て
来

た
。
理
学
部
第
二
部
は
、
そ
の

創
立
者
達
の
志
と
形
態
を
最
も

色
濃
く
継
承
し
て
き
た
。

十
年
程
前
ま
で
本
学
部
で

は
、
応
募
し
て
く
る
多
数
の
学

生
で
過
密
な
教
育
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
昨
今
の
社
会
状
況
の

激
変
は
本
学
部
に
も
顕
著
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
し
か

し
、
本
学
部
は
、
多
様
な
学
び

た
い
学
生
を
受
け
入
れ
、
質
の

高
い
科
学
を
教
授
す
る
使
命
こ

そ
東
京
理
科
大
学
の
基
盤
で
あ

る
こ
と
を
、
失
念
す
る
こ
と
な

く
励
ん
で
行
く
所
存
で
あ
る
。

平
成
二
十
年
度
か
ら
入
学
定
員

を
一
学
科
百
二
十
人
に
減
じ
、

よ
り
密
度
の
濃
い
教
育
に
務
め

る
こ
と
や
、
多
様
な
学
生
が
教

科
を
受
講
し
易
く
す
る
た
め
に

セ
メ
ス
タ
制
の
導
入
、
ま
た
物

理
や
数
学
等
の
基
礎
学
力
の
整

わ
な
い
学
生
へ
の
支
援
授
業
な

ど
の
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
大
学
に
お
け
る
高

度
な
教
育
は
、
よ
り
高
度
な
研

究
活
動
の
上
に
成
り
立
つ
こ
と

は
自
明
で
あ
り
、
教
員
と
学
生

の
更
に
活
発
な
教
育
研
究
活
動

の
推
進
の
た
め
に
、
ま
た
学
生

の
良
心
と
豊
か
な
教
養
の
涵
養

の
た
め
に
、
研
究
と
教
育
の
充

実
に
努
め
て
行
き
た
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
は
時

に
、
誇
る
べ
き
創
立
者
に
思
い

を
馳
せ
て
自
身
を
鼓
舞
し
、
若

い
学
生
た
ち
を
、
愛
情
を
持
っ

て
育
て
て
行
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

理
学
部
第
二
部
の
発
展
の
た

め
に
本
学
部
教
員
並
び
に
学
生

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
学
の

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
な

ら
び
に
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
る
。

十
月
一
日
付
で
新
採
用
の
職

員
五
人
は
次
の
と
お
り
。

◇
神
楽
坂
校
舎
▼
総
務
課
・
佐

藤
章
子
▼
経
理
課
・
安
蒜
（
あ

ん
び
る
）
祐
美
子
▼
情
報
開
発

課
・
田
中
篤
史

◇
諏
訪
東
京
理
科
大
学
▼
学
務

課
・
石
井
臣
・
内
田
久
美
子

す
で
に
前
期
授
業
期
間
中
に

一
〜
二
回
「
授
業
改
善
の
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
、

今
後
の
授
業
の
改
善
に
役
立
つ

貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
後
期
授
業
期
間
に
お
い

て
も
、
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
す
。

後
期
は
、
以
下
の
と
お
り
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
学
部
や
学
科
に
よ
っ

て
、
実
施
す
る
授
業
科
目
、
回

数
、
時
期
等
は
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
掲
示
等
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
回
答
結
果

は
、
担
当
教
員
に
直
接
届
き
、

授
業
の
改
善
に
役
立
つ
ば
か
り

で
な
く
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
担

当
教
員
の
コ
メ
ン
ト
も
公
開
さ

れ
ま
す
。
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
簡
単
に
回
答
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
さ
ら
に

多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
後
期
一
回
目　

▽
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
期
間
＝
10
月
22
日

（
月
）
〜
11
月
２
日
（
金
）

▽
同
結
果
公
開
期
間
＝
11
月
12

日
（
月
）
〜
12
月
２
日
（
日
）

◇
後
期
二
回
目　

▽
ア
ン
ケ

ー
ト
回
答
期
間
＝
12
月
10
日

（
月
）
〜
12
月
21
日
（
金
）

▽
同
結
果
公
開
期
間
＝
１
月
15

日
（
火
）
〜
２
月
４
日
（
月
）

本
学
理
学
部
第
一
部
が
実
施

す
る
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
テ

ィ
ス
ト
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
、
文
部
科
学
省
の
「
理
数
学

生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
委

託
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
理
数
分
野
に
関
す
る
優
れ

た
意
欲
・
能
力
を
有
す
る
学
生

を
さ
ら
に
伸
ば
す
た
め
の
入
試

方
法
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
・
実
践
や
工
夫
し
た
取
組
を

行
う
事
業
で
、
国
か
ら
の
委
託

に
よ
り
平
成
十
九
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
採
択
さ
れ
た
「
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
理
学
部

第
一
部
の
応
用
系
を
主
体
と
す

る
四
学
科
に
お
い
て
、
ス
ー
パ

ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

で
の
取
組
等
に
よ
り
理
数
分
野

に
強
い
関
心
を
持
っ
た
学
生
に

対
し
、
推
薦
入
試
に
よ
る
希
望

学
科
へ
の
進
学
を
可
能
と
す

る
。
入
学
一
年
次
に
は
序
論
的

講
義
を
行
い
学
習
意
欲
の
向
上

に
努
め
、
二
年
次
以
降
は
、
ア

ド
バ
ン
ス
実
験
・
実
習
や
ゼ

ミ
、
先
端
研
究
機
関
見
学
、
研

究
室
プ
レ
配
属
、
大
学
院
講
義

プ
レ
受
講
な
ど
を
実
施
し
、
よ

り
高
度
な
内
容
に
早
期
に
触
れ

る
機
会
を
設
け
、
意
欲
・
能
力

を
効
果
的
に
高
め
る
。

最
大
の
特
徴
は
、
三
年
次
に

行
う
学
科
の
枠
を
超
え
た
課
題

研
究
の
試
み
で
、
他
学
科
の
学

生
と
一
つ
の
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
専
門
家
と
し
て
の
立

場
を
強
く
意
識
さ
せ
る
と
と
も

に
、
広
い
視
野
と
協
調
性
を
涵

養
し
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
テ

ィ
ス
ト
へ
の
道
を
拓
く
。

文
部
科
学
省
よ
り
平
成
十
八

年
・
十
九
年
の
二
ヵ
年
の
研
究

助
成
を
受
け
て
い
る
「
理
数
教

員
養
成
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ
プ
ロ

グ
ラ
ム
開
発
」（
教
員
養
成
Ｇ

Ｐ
：
資
質
の
高
い
教
員
養
成
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
取
組
内
容

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
平

成
二
十
年
一
月
十
二
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
秋
山

仁
氏
に
よ
る
理
数
教
員
養
成
に

関
す
る
基
調
講
演
や
、
本
学
教

員
に
よ
る
、
教
員
と
し
て
の
高

度
の
専
門
性
と

実
践
的
指
導
力

を
養
成
す
る
た

め
の
研
究
成
果

の
報
告
等
を
予
定
し
て
い
ま

す
。参

加
申
込
方
法
等
の
詳
細

は
、
後
日
、
本
学
Ｈ
Ｐ
や
掲
示

等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
多

数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

本
学
は
、
十
月
一
日
（
月
）

に
、
森
戸
記
念
館
で
「
チ
ー

ム
・
マ
イ
ナ
ス
六
％
」
活
動
推

進
講
演
会
を
開
催
し
た
。
本
講

演
会
は
、
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
地
球
温
暖
化
効
果
ガ
ス

削
減
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
と
共
に
、
本
学

も
参
加
し
て
い
る
「
チ

ー
ム・マ
イ
ナ
ス
六
％
」

活
動
へ
の
意
識
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
回
は

環
境
に
関
す
る
研
究
を

行
う
四
人
の
本
学
教
員

が
講
演
を
行
っ
た
。

塚
本
桓
世
理
事
長
の

開
会
の
挨
拶
に
続
き

「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス

六
％
」
活
動
推
進
委
員

会
の
中
村
洋
委
員
長
（
薬
学
部

教
授
）
の
挨
拶
の
後
、
各
教
員

に
よ
る
講
演
・
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
た
。
講
演
内
容
は
以
下
の

と
お
り
。

＊
理
学
部
第
一
部
応
用
物
理

学
科
准
教
授
・
大
川
和
宏
「
超

省
エ
ネ
＆
ク
リ
ー
ン
社
会
を
め

ざ
し
た
光
半
導
体
研
究
」

＊
工
学
部
第
一
部
工
業
化
学

科
教
授
・
荒
川
裕
則
「
あ
ふ
れ

る
光
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
│
環
境

に
や
さ
し
い
太
陽
電
池

と
太
陽
水
素
の
製
造

│
」＊

基
礎
工
学
部
材
料

工
学
科
准
教
授
・
飯
田

努
「
環
境
低
負
荷
半
導

体
材
料
で
実
現
す
る
、

排
熱
リ
ユ
ー
ス
と
い
う

環
境
対
策
」

＊
工
学
部
第
二
部
建

築
学
科
教
授
・
辻
本
誠

「
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
の
実

施
例
と
今
後
」

こ
の
講
演
会
に
は
、

本
学
学
生
を
含
め
約
六
十
人
が

参
加
し
、
講
演
会
後
に
行
わ
れ

た
懇
親
会
で
も
各
教
員
の
研
究

内
容
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

こ
の
た
び
、
順
天
堂
大
学
を

申
請
者
と
す
る
平
成
十
九
年
度

文
部
科
学
省
「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」
に

共
同
申
請
し
て
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
採
択
が
決
定
し
た
。

【
事
業
目
的
】「
が
ん
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
」

は
、
国
公
私
立
大
学
か
ら
申
請

さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か

ら
、
質
の
高
い
が
ん
専
門
医
等

を
養
成
し
得
る
優
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
し
財
政
支
援
を
行

い
、
今
後
の
が
ん
医
療
を
担
う

医
療
人
の
養
成
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
】
実
践
的
・

横
断
的
が
ん
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
の
創
設

【
担
当
大
学
】
順
天
堂
大
学

【
共
同
大
学
】
順
天
堂
大
学
、

東
京
理
科
大
学
、
明
治
薬
科
大

学
、
立
教
大
学

【
実
施
期
間
】
平
成
十
九
年

度
〜
二
十
三
年
度
（
五
年
間
）

＊
詳
細
は
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.m

ext.go. 
jp/a m

enu/koutou/kai 
kaku/gan.htm

橘　
　

孝
二
教
授

（
理
学
部
第
二
部
化
学
科
）
平

成
十
九
年
七
月
十
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
六
十
五
歳
。

高
瀬　

恒
夫
図
書
館
事
務
課

係
長

平
成
十
九
年
九
月
二
十
九
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
六
歳
。

水
池　
　

敦
元
教
授

（
工
学
部
第
一
部
）
平
成
十
九

年
六
月
十
一
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
八
十
一
歳
。

鈴
木　

郁
男
元
教
授

（
工
学
部
第
一
部
教
養
）
平
成

十
九
年
七
月
十
日
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
八
十
五
歳
。

中
江　
　

茂
元
教
授

（
理
学
部
第
一
部
物
理
学
科
）

平
成
十
九
年
七
月
十
八
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
七
十
三
歳
。

酒
巻　

淑
郎
元
図
書
館
事
務

長平
成
十
九
年
七
月
二
十
六
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
七
十
七
歳
。

左から　内田さん、石井さん、
田中さん、佐藤さん、安蒜さん
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教
学
関
係
主
要
役
職
者（
10
月
１
日
付
）

創
立
者
に
思
い
を
馳
せ
て

理
学
部
第
二
部
学
部
長
　

佐
藤

毅

新任職員 ５氏

理
Ⅰ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択

本
年
度
文
科
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
」

「
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

養
成
プ
ラ
ン
」も
採
択
さ
れ
る

「
理
数
教
員
養
成
に
お
け
る
Ｓ
Ｔ
Ｃ

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
来春開催

第
59
回　
理
大
祭
！

＊
神
楽
坂
　

11
月
23
日（
祝
）〜
25
日（
日
）

＊
野
　

田
　

11
月
23
日（
祝
）〜
25
日（
日
）

＊
久
　

喜
　

11
月
10
日（
土
）〜
11
日（
日
）

◆
神
楽
坂
・
野
田
で
は「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工
房
」実
施
！

新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

学科 学科主任 教務幹事 就職幹事 FD幹事

理
学
部
第
一
部

教 養 教 授 丸山　義博 准教授 福崎　裕子 准教授 綿貫　秀一
※ 准教授 福崎　裕子准教授 清水　　眞

数 教 授 宮島　静雄 講 師 横田　智巳 准教授 加藤　圭一 講 師 横田　智巳
物 教 授 本間　芳和 講 師 二国　徹郎 准教授 鈴木　克彦 准教授 満田　節生
化 教 授 宮村　一夫 准教授 斎藤　慎一 准教授 田所　　誠 准教授 下仲　基之

数 情 教 授 佐藤　洋祐 准教授 佐藤　　元 准教授 瀬尾　　隆 准教授 佐藤　　元
応 物 教 授 岡村総一郎 准教授 齋藤　智彦 教 授 髙柳　英明 准教授 荒木　　修
応 化 教 授 工藤　昭彦 准教授 鳥越　秀峰 准教授 椎名　　勇 准教授 大塚　英典

理
学
部
第
二
部

教 養 教 授 増田　秀夫 准教授 長谷川新一 准教授 長谷川新一
数 教 授 吉岡　　朗 教 授 宮岡　悦良 講 師 齊藤　　功 教 授 宮岡　悦良
物 教 授 鈴木　　彰 教 授 趙　　新為 講 師 松野　　直 教 授 趙　　新為
化 教 授 中田　　忠 教 授 山田　康洋 講 師 三田　　茂 教 授 山田　康洋

工
学
部
第
一
部

教 養 教 授 野﨑　嘉信 准教授 愼　　蒼健 教 授 立崎　秀和
建 築 教 授 伊藤　裕久 講 師 長井　達夫 教 授 佐々木文夫 教 授 宇野　　求
工 化 教 授 荒川　裕則 教 授 大竹　勝人 准教授 桑野　　潤 教 授 田中　龍彦
電 気 教 授 内田　直之 教 授 加藤　清敬 教 授 村口　正弘 教 授 岩村　惠市
経 営 教 授 八嶋　弘幸 准教授 浜田知久馬 准教授 古川　利博 准教授 浜田知久馬
機 械 教 授 山本　　誠 准教授 小林　　宏 教 授 陳　　玳 准教授 石川　　仁

工
学
部
第
二
部

教 養 教 授 原　　民夫 教 授 金刺　亮介 教 授 金刺　亮介
建 築 教 授 辻本　　誠 准教授 山名　善之 教 授 清水　昭之 准教授 山名　善之
電 気 教 授 谷内　利明 教 授 斉藤　　茂 准教授 安藤　靜敏 教 授 斉藤　　茂
経 営 教 授 赤倉　貴子 准教授 渡邉　　均 教 授 野口　幸雄 准教授 渡邉　　均

薬
学
部

薬 教 授 田沼　靖一 教 授 岡　淳一郎 教 授 青山　隆夫 教 授 岡　淳一郎
創 薬 教 授 増保　安彦 教 授 宮崎　　智 准教授 内呂　拓実 教 授 宮崎　　智

理
工
学
部

教 養 教 授 小沢　　博 准教授 中谷　久一 教 授 伊藤　　稔
※ 教 授 小林　酉子准教授 松本　靖彦

数 教 授 立川　　篤 教 授 山崎多恵子 准教授 細尾　敏男 准教授 田中真紀子
物 理 教 授 山下　正文 教 授 齋藤　晃一 教 授 千葉　順成 教 授 浜田　典昭
情 報 教 授 富澤　貞男 教 授 戸川　美郎 講 師 滝本　宗宏 教 授 宮沢　政清
応 生 教 授 菅原二三男 准教授 国沢　　隆 教 授 新井　孝夫 教 授 小祝　　修
建 築 教 授 井上　　隆 講 師 伊藤　香織 教 授 奥田　宗幸 准教授 衣笠　秀行
工 化 教 授 小中原猛雄 准教授 郡司　天博 准教授 井手本　康 准教授 山下　　俊
電 情 教 授 越地　耕二 准教授 前田　讓治 教 授 古川　昭雄 教 授 楳田洋太郎
経 営 教 授 森　　俊介 講 師 堂脇　清志 講 師 篠田　心治 教 授 大和田勇人
機 械 教 授 溝口　　博 教 授 川口　靖夫 講 師 村岡　正宏 教 授 鈴木　康一
土 木 教 授 龍岡　文夫 准教授 塚本　良道 教 授 東平　光生 准教授 二瓶　泰雄

基
礎
工
学
部

教 養 教 授 藤井　志郎 准教授 本田　宏隆 准教授 本田　宏隆
電 子 教 授 宮本　岩男 准教授 藤代　博記 講 師 常盤　和靖 教 授 蟹江　　壽
材 料 教 授 安盛　敦雄 准教授 菊池　明彦 教 授 石黒　　孝 准教授 菊池　明彦
生 物 教 授 島田　浩章 教 授 松野　健治 准教授 田村　浩二 教 授 千葉　　丈
経 営 教 授 大島　邦夫 准教授 山下　裕企 教 授 小坂　　武 准教授 山下　裕企経営

（平成19年10月１日付） ※は教職担当学科主任・幹事　一覧

「チーム・マイナス６％」活動
推進をめざして講演会開く

　
　
　

の
た
め
の

「
後
期
」も
ご
協
力
く
だ
さ
い

授
業
改
善

ア
ン
ケ
ー
ト

ア
ン
ケ
ー
ト



科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
で

は
「
サ
イ
エ
ン
ス
が
創
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、

東
京
理
科
大
学
の
目
指
す
社
会

貢
献
、
社
会
連
携
に
関
わ
る
研

究
を
本
学
総
合
研
究
機
構
を
中

心
に
紹
介
す
る
「
東
京
理
科
大

学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
二
〇
〇
七
」
を
十
一
月

十
三
日
（
火
）
に
森
戸
記
念
館

に
て
開
催
す
る
。

当
日
は
総
合
研
究
機
構
の
各

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
部
門
の
研
究

シ
ー
ズ
の
パ
ネ
ル
展
示
、
シ
ー

ズ
説
明
会
、
講
演
会
を
予
定
し

て
お
り
、
今
後
の
活
発
な
Ｔ
Ｌ

Ｏ
活
動
の
た
め
の
、
本
学
と
企

業
と
を
結
ぶ
貴
重
な
掛
け
橋
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

＊
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ
参
照

http://w
w

w
.tus.ac.jp/

九
月
十
二
日
（
水
）
〜
十
四

日
（
金
）
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
〇
七

─
大
学
見
本
市
」
に
本
学
科
学

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
も
Ｔ
Ｌ
Ｏ

ゾ
ー
ン
に
参
加
し
た
＝
写
真
。

本
学
は
研
究
成
果
で
あ
る

「
気
泡
微
細
化
沸
騰
冷
却
装
置
」

お
よ
び
文
部
科
学
省
の
「
先
端

研
究
施
設
共
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
事
業
【
産
業
戦
略
利

用
】」
に
選
定
さ
れ
た
総
合
研

究
機
構
の
「
赤
外
線
自
由
電
子

レ
ー
ザ
ー
」
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。産

業
界
で
の
活
用
に
向
け
て

大
々
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
ブ
ー
ス
に
立
ち
寄
っ

た
企
業
関
係
者
か
ら
専
門
的
で

高
度
な
内
容
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
本
学
の
研
究
シ
ー
ズ
に
対

す
る
注
目
度
の
高
さ
を
実
感
さ

せ
た
。

こ
の
夏
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
と
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
二
〇
〇
八

〜
最
先
端
科
学
技
術
へ
の
招
待

〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。

竹
内
学
長
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
幕
を
開
け

た
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
神
楽
坂
校
舎

（
５
号
館
で
も
化
学
系
学
科
を

紹
介
）
と
九
段
校
舎
に
よ
る
同

時
開
催
と
な
り
、
学
科
説
明
会

な
ど
一
部
イ
ベ
ン
ト
で
は
立
ち

見
と
な
る
光
景
も
し
ば
し
ば
見

ら
れ
た
。
ま
た
、
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
広
い
敷
地
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
学
科
ご
と
に
用

意
さ
れ
、
な
か
で
も
新
た
に
始

め
た
企
画
で
あ
る
在
学
生
に
よ

る
学
生
生
活
ガ
イ
ダ
ン
ス
及
び

理
科
大
ツ
ア
ー
ズ
は
好
評
を
得

て
い
た
。

今
年
は
多
く
の
研
究
室
が
参

加
し
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
連
日
の
猛
暑
に
も
拘

ら
ず
、
八
月
十
日
（
金
）、

十
一
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た

神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
（
神
楽
坂

校
舎
・
九
段
校
舎
）
は
計
約

六
千
五
百
人
、
ま
た
八
月
九
日

（
木
）、
十
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
た
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
計
約

三
千
百
人
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合

わ
せ
て
延
べ
一
万
人
近
い
方
が

来
場
し
、
予
想
を
遥
か
に
上
回

る
過
去
最
高
の
数
字
が
記
録
さ

れ
た
。

な
お
、
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス

（
経
営
学
部
）
で
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
十
一
月
十
日

（
土
）
〜
十
一
日
（
日
）
に
行

わ
れ
る
学
園
祭
と
の
同
時
開
催

を
予
定
し
て
お
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
楽
坂
お
よ
び
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
も
学
園
祭
期
間
中

（
十
一
月
二
十
三
日
（
金
）
〜

二
十
五
日
（
日
））
に
進
学
相

談
会
を
開
催
す
る
。

十
月
一
日
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
事
務
所
が
移
転
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
十
月
一

日
以
降
の
連
絡
先
は
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電
話

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
移
転
理
由
：
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
研
究
連
絡
セ

ン
タ
ー
移
転
の
た
め

▽
新
住
所
：at JSPS San 

Francisco O
ffi

ce 2001 
A

ddison Street, Suite 
260 B

erkeley, C
A

 
94704 U

SA

▽
電
話
：＋1-646-460-5000 

（
携
帯
）。

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
：＋1-510-665-1891 

（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
の
共
用
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

▽e-m
ail

：usa-sf@
adm

in.tus.ac.jp

…
同
事

務
所
お
よ
び
国
際
交
流
課
へ
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。

本
学
は
、
五
月
二
十
一
日
の

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所
の

開
設
を
機
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
大
学
間
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
：

Japanese U
niversity 

N
etw

ork in the Bay 
A

rea

）
に
加
盟
し
た
。

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
は
、
米
国
内
に

拠
点
を
持
つ
日
本
の
大
学
間
の

連
携
を
図
り
、
日
本
の
大
学
の

国
際
化
、
国
際
的
人
材
の
養

成
、
産
学
連
携
等
の
諸
活
動
を

支
援
し
、
日
本
及
び
米
国
に
お

け
る
教
育
・
研
究
の
発
展
と
、

産
業
創
出
に
寄
与
す
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
海
外
拠
点
が
独
自
に
進
め

る
活
動
を
支
援
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
海
外
拠
点
が
一
致
団

結
・
協
力
し
て
、
効
果
的
に
さ

ら
に
力
強
い
活
動
を
展
開
し
て

い
く
。

本
学
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
の

た
め
、
今
後
、
学
術
集
会
な
ど

を
含
む
各
種
催
し
物
の
開
催
、

連
絡
会
議
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
情
報
交
換
、
そ
の
他
様

々
な
活
動
を
行
う
。

＊
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.junba.org/

本
学
は
、
三
月
十
六
日
に
火

災
安
全
工
学
分
野
に
お
け
る
ル

ン
ド
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。

一
六
六
六
年
創
立
の
同
大
学

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
最
大
の

高
等
教
育
機
関
で
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
唯
一
の
火
災
安
全
工
学

の
教
育
課
程
を
備
え
て
い
る
。

＊
ル
ン
ド
大
学
（Lund 

U
niversity

）
Ｈ
Ｐ
（
英

語
版
）

http://w
w

w
.lu.se/o.o. 

i.s/450

本
学
は
、
六
月
二
十
四
日
に

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
と
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

一
八
七
〇
年
創
立
の
同
大
学

は
、
十
八
学
部
百
七
十
の
専
攻

学
科
を
有
す
全
米
最
大
の
総
合

大
学
で
、
学
部
学
生
三
万
八
千

人
、
大
学
院
学
生
一
万
人
。
全

米
大
学
と
し
て
は
五
十
七
位
、

公
立
大
学
で
は
十
九
位
（U

.S. 
N

ew
s and W

orld Re 
port

）
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
お

り
、生
命
科
学
、ガ
ン
研
究
、
極

地
研
究
や
惑
星
研
究
分
野
で
世

界
最
先
端
を
目
指
し
て
い
る
ほ

か
、
世
界
最
大
級
の
双
眼
鏡
型

工
学
望
遠
鏡
を
ア
リ
ゾ
ナ
大
学

と
共
同
研
究
し
て
い
る
。

＊
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
（The 

O
hio State U

niver 
sity

）
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.osu.edu/

本
学
は
、六
月
二
十
七
日
に
ド

イ
ツ
・
イ
エ
ナ
応
用
科
学
大
学

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

一
九
九
一
年
創
設
の
イ
エ
ナ
応

用
科
学
大
学
は
、Electrical 

E
ngineering,F

und 
m

ental,Sciences, 
M

edical Engineering and Biotechnology, 
SciT

ec

を
含
む
八
つ
の
学

科
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
教
員

数
百
三
十
人
、
技
術
者
及
び
管

理
者
数
二
百
十
五
人
、
学
生
数

四
千
九
百
人
で
、
ド
イ
ツ
で
は

比
較
的
新
し
い
大
学
で
あ
り
、

光
学
で
有
名
なCarl-Zeiss

本
学
は
、
八
月
十
三
日
に
カ

ナ
ダ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
た
。

一
九
五
七
年
創
立
の
同
大
学

は
、
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州

ト
ロ
ン
ト
か
ら
西
に
約
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
田
園
地
帯
に
立
地

し
、
理
工
系
分
野
に
強
く
、
カ

ナ
ダ
で
最
も
創
造
力
に
富
む

（Innovative

）大
学
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

＊
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学

（U
niversity of w

ater 
loo

）
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.uw

ater 
loo.ca/

が
あ
る
イ
エ
ナ
で
近
年
急
成

長
し
て
い
る
理
工
系
大
学
で
あ

る
。＊

イ
エ
ナ
応
用
科
学
大
学

（University of A
pplied 

Sciences Jena

）
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.fh-jena.

de/index_en.php
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新
た
に
　

４
大
学
と
協
定

世

　

界

研
究
者
・
学
生
交
流
な
ど
推
進

カ
ナ
ダ
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
大
学

イノベーションをテーマ
シンポジウム’07　開催
－11/13 森戸記念館で－

米
国
の
オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学

本
学
は
、
今
春
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学
と
学
術
交

流
協
定
を
締
結
し
た
の
を
初
め
、
新
た
に
四
カ
国
四
大
学
と

同
協
定
を
結
ん
だ
。
今
後
、
各
大
学
と
教
員
・
研
究
者
・
学

生
の
交
流
、
共
同
研
究
の
計
画
と
実
行
及
び
学
術
情
報
や
文

献
の
交
換
な
ど
、
協
力
関
係
を
活
発
に
推
進
し
て
ゆ
く
。
四

大
学
の
沿
革
等
は
次
の
と
お
り
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ル
ン
ド
大
学

ド
イ
ツ
の
イ
エ
ナ
応
用
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
１
万
人

過
去
最
高
の
来
場
者
で
賑
わ
う

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア

大
学
間
連
携
ネ
ッ
ト
に
本
学
も
加
盟

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
事
務
所
移
転

体験型イベントで新たな発見―ポリマー体験実験―

研究見学、模擬実験で賑わう５号館（化学系研究棟）

⑬

産・学・官　
連
携
と
知
財
の
ひ
ろ
ば

神楽坂・野田

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ジ
ャ
パ
ン

大
学
見
本
市
に
本
学
も
参
加
’07

◆日　程：平成19年11月12日（月）
◆会　場：秋葉原コンベンションホール
　　　　　東京都千代田区外神田1-18-13　秋葉原ダイビル２階
◆主　催：東京理科大学
◆対　象：大学、研究機関、企業、学内関係者、招待者、申し込み者
◆定　員：100～150人
◆参加費：講演会無料／交流会無料
◆プログラム（講演会11：00～17：00）
　・特別講演『ヒトES細胞株の樹立と医学および創薬への応用』

中辻憲夫・京都大学再生医科学研究所長
　・講　　演『人間を支援するロボット技術』
 小林宏・東京理科大学人間支援工学研究センター長
〔講演者〕齋藤正寛（大阪大）、春日井昇平（東京医科歯科大）、辻孝
　　　　（東理大）、友岡康弘（東理大）、平松万明（日立メディコ）、

入江和隆（ハートウォーカージャパン）、隅内幸雄（JFE
メカニカル）、和田雄志（未来工学研究所）、吉本成香（東
理大）、中西美和（東理大）、他センター大学院生

◆併　催：総合研究機構研究センター・研究部門活動紹介展示
◆交流会（17：15～18：45）
◆申し込み・問い合わせ：フォーラム事務局

東京理科大学研究事務課　kj_forum@admin.tus.ac.jp
＊詳細は　http://www.tus.ac.jp/kjf/

東京理科大学

－身近に迫る実用化の時代－

人の生活を支える
歯の再生医療と
人間動作のエンハンスメント

総合研究機構フォーラム



【
同
窓
生
】

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
田　
　
誠
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
、六
四
三
、三
五
一
円

森
野　
義
男
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

横
内
未
知
夫
様

（
累
計
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

飯
島
善
四
郎
様

熊
澤　
　
誠
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
〇
〇
、〇
〇
〇
円

中
村　
　
彬
様

（
累
計
金
一
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

相
沢　
友
勝
様

今
関　
重
和
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

酒
井　
陽
太
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坪
井　
　
正
様

吉
田　
育
子
様

（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

山
口　
雅
美
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

柿
本　
自
如
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
谷　
勝
男
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

島
崎　
益
男
様

（
累
計
金
二
、六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田　
善
政
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
野　
　
篤
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
一
名

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

鈴
木　
弘
昭
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
井　
　
浩
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
村　
　
賢
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　
　
正
様

（
累
計
金
一
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

今
村　
　
肇
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
木　
幸
子
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

早
川　
ル
ミ
様　
匿
名　
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

小
野　
具
彦
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

粟
生　
光
一
様　
赤
堀　
禎
利
様

荒
木　
俊
介
様

有
村　
勝
美
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

安
藤　
靖
二
様　
安
藤　
優
子
様

池
田　
豊
作
様

石
井　
清
一
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
井　
洋
一
様

石
田　
正
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤　
　
誠
様

稲
垣　
　
麗
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

上
野　
秀
雄
様

植
松　
光
子
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

内
田　
輝
雄
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
熊　
壮
成
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
森　
　
昇
様　
尾
形　
義
秀
様

小
澤　
直
賢
様　
小
野　
忠
後
様

金
井　
正
元
様

金
子　
重
雄
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

神
原　
　
勤
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

喜
多　
徹
夫
様

葛
田　
正
雄
様

（
累
計
金
一
、三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

近
藤
美
智
子
様　
佐
々
木
愛
一
郎
様

佐
藤　
信
夫
様　
塩
山　
章
蔵
様

篠
澤　
繁
樹
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

渋
谷　
正
恒
様　
庄
司　
　
均
様

杉
田
七
三
郎
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
　
健
様　
鈴
木　
照
義
様

髙
木　
　
昇
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
木　
真
人
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋　
秋
彦
様　
高
山　
圭
一
様

滝
澤　
利
長
様　
滝
沢
雄
一
郎
様

辻　
　
誠
滋
様

土
田　
三
郎
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

遠
山　
淳
夫
様　
中
林　
睿
子
様

南
部　
松
夫
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

西　
　
国
雄
様　
西
須　
秀
夫
様

仁
科　
　
康
様　
西
村　
勇
城
様

能
沢　
　
健
様　
橋
本　
大
徳
様

長
谷
川
春
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

原
田　
謹
一
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

堀
江　
哲
也
様

丸
山　
次
義
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
浦　
康
男
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
口
十
六
夫
様

山
口　
房
興
様

（
累
計
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
口　
益
宏
様

山
本　
晃
弘
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
村　
　
茂
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
五
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

安
部　
清
行
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　
　
讓
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

相
澤　
　
清
様　
秋
元
喜
八
郎
様

足
立　
　
博
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
黒　
豊
信
様

伊
藤　
正
博
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

岩
瀬　
智
子
様

大
隈　
靖
彦
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
川　
晴
男
様　
草
野　
　
隆
様

國
井　
正
一
様

國
岡　
昭
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
清
水
哲
夫
様　
小
長
谷
保
平
様

菅
原　
榮
蔵
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

杉
﨑　
和
行
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
枝　
泰
治
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

立
松　
忠
博
様

田
中　
義
友
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

塚
本　
真
三
様　
野
口　
　
聡
様

長
谷
川
誠
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

針
谷　
晴
美
様

福
永　
健
一
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
木　
　
聡
様

古
山　
和
弥
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

巻
田　
泰
治
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
永　
将
二
様　
松
本
顕
威
智
様

間
藤　
方
利
様　
水
野　
英
世
様

宮
内　
哲
夫
様

武
藤　
和
雄
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

森
下　
誠
次
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

八
嶋　
　
廣
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
中　
信
秀
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　
　
睦
様　
湯
田
登
紀
子
様

湯
田　
康
勝
様　
横
山　
成
紀
様

吉
田　
昌
数
様　
匿
名　
　
五
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

池
戸　
　
豊
様　
小
川　
圭
司
様

春
日　
秀
之
様

清
水
一
三
雄
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

関
口　
伸
子
様　
高
久
由
紀
子
様

水
野　
一
雄
様　
吉
住　
行
夫
様

渡
邊　
一
郎
様

（
累
計
金
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
五
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

露
木　
哲
司
様

（
累
計
金
七
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

天
野　
　

様　
飯
島　
　
弘
様

今
村　
彰
啓
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
橋　
克
矩
様　
大
森　
民
人
様

岡
﨑　
英
博
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

玖
珂　
紀
夫
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
﨑　
辰
次
様

小
池　
　
旭
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

児
玉　
将
門
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

後
藤　
茂
希
様

小
林　
　
博
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林　
　
裕
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

首
藤　
　
隆
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
桑　
文
夫
様　
髙
田　
　
晃
様

高
橋　
勇
夫
様

戸
上　
惠
央
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

外
山　
　
稔
様　
中
村　
清
昭
様

野
口　
秀
作
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

浜
口　
智
德
様

山
田　
知
明
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
二
名

◇
金
一
八
、〇
〇
〇
円

鈴
木　
貴
司
様

◇
金
一
六
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

相
澤　
興
二
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

赤
羽　
　
妙
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
井　
　
智
様

（
累
計
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤　
恭
弘
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

稲
垣　
　
準
様

犬
飼　
　
透
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

今
村　
俊
明
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

内
田　
　
誠
様　
梅
田　
五
郎
様

浦
和
茂
太
郎
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
﨑
多
久
司
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

岡
安　
　
誠
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
澤　
基
男
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

金
田　
　
弘
様　
金
子　
妙
子
様

兼
田　
好
彦
様　
川
島　
　
仁
様

川
手　
鮎
子
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

喜
納　
　
稔
様

久
保　
卓
也
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

黒
谷　
義
雄
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
泉　
眞
悦
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

財
前　
宜
隆
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本　
新
樹
様

坂
本　
幸
教
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

佐
藤　
至
紀
様

塩
﨑　
圀
夫
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

渋
谷　
　
勝
様

下
田　
　
明
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

須
子　
賢
二
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
健
司
様

鈴
木　
太
郎
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
島　
幹
司
様　
滝
井　
忠
次
様

田
窪　
敬
喜
様　
玉
尾　
聡
彦
様

千
葉　
孝
行
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

千
葉　
　
糺
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

登
山　
昭
彦
様　
中
里　
和
市
様

永
田　
益
夫
様

中
村　
　
守
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

根
本　
智
博
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

波
田
野　
浩
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

濱
本　
寛
信
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

原　
　
壽
男
様　
平
野　
修
三
様

笛
田　
佳
之
様

福
島　
　
正
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

堀　
　
利
次
様　
村
田　
英
俊
様

矢
島　
絹
子
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳
澤　
　
泉
様

山
極　
時
生
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本　
隆
志
様　
吉
﨑　
　
進
様

匿
名　
　
九
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

金
子　
順
二
様

櫛
田　
鉄
雄
様

（
累
計
金
五
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
二
名

◇
金
三
、〇
八
八
円

清
水　
　
靖
様

（
累
計
金
七
、四
二
一
円
）

◇
金
二
、〇
〇
〇
円

伊
藤　
　
勇
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
円

田
島　
　
剛
様

◇
そ
の
他

二
件　
五
〇
一
円

【
父
母
保
証
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

洗
平　
光
國
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

近
藤　
純
子
様　
大
工
原
辰
実
様

廣
田　
仁
一
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

有
光　
泰
之
様　
沖
田　
芳
夫
様

【
一
般
個
人
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
三
名

【
在
校
生
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

高
山
美
智
雄
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

松
林　
伸
生
様

爲
我
井
哲
夫
様

（
累
計
金
七
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

谷　
　
辰
夫
様

（
累
計
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
四
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡　
　
寬
様

（
累
計
金
一
、五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

児
島　
　
紘
様

（
累
計
金
二
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

大
竹　
好
文
様

◇
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円

山
田　
俊
彦
様

（
累
計
金
四
、三
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

小
笠
原
英
穂
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
七
七
、二
〇
〇
円

馬
場　
錬
成
様

（
累
計
金
一
、六
四
四
、四
一
一
円
）

◇
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

藤
野　
仁
三
様

（
累
計
金
七
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
一
〇
、〇
〇
〇
円

河
村　
　
洋
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
部　
　
良
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

新
井　
孝
夫
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
村　
悦
郎
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
村　
真
一
様

齊
藤　
　
功
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

庄
野　
　
厚
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木　
智
順
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
永　
　
満
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

増
田　
勇
三
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

森　
　
健
一
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
五
名

◇
金
八
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

◇
金
五
八
、〇
〇
〇
円

安
藤　
正
海
様

（
累
計
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

倉
渕　
　
隆
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

酒
井　
吉
雄
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
本　
正
典
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

澤
田　
利
夫
様

（
累
計
金
四
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　
　
大
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水　
　
眞
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田　
幸
夫
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

藤
生　
茂
樹
様

星　
　
　
肇
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
下　
輝
雄
様

（
累
計
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
辺　
幸
人
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
三
名

◇
金
四
五
、〇
〇
〇
円

岩
崎　
　
等
様

（
累
計
金
三
二
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

加
納　
　
誠
様

（
累
計
金
五
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

鎌
倉　
高
志
様

（
累
計
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
口　
速
男
様

（
累
計
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
本　
岩
男
様

（
累
計
金
四
一
三
、〇
〇
〇
円
）

柳
田　
昌
宏
様

（
累
計
金
四
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
、〇
〇
〇
円

白
石　
幸
英
様

（
累
計
金
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

赤
上　
　
好
様

（
累
計
金
三
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

岡　
淳
一
郎
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

眞
田　
克
典
様

（
累
計
金
五
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井　
　
繁
様

（
累
計
金
三
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村　
哲
雄
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
山　
好
幸
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島　
博
文
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
留　
通
紀
様

（
累
計
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
二
名

◇
金
二
五
、〇
〇
〇
円

岩
館　
寛
大
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

久
保
寺
勝
彦
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
一
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
一
九
五
、〇
〇
〇
円
）

岡
本　
　
哲
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
内　
裕
一
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
九
、〇
〇
〇
円

赤
澤　
豊
信
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

髙
橋　
正
一
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

茅
壁　
猛
幸
様

（
累
計
金
二
一
五
、〇
〇
〇
円
）

中
村　
一
夫
様

（
累
計
金
一
五
五
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
一
名

◇
金
一
二
、五
〇
〇
円

小
泉　
裕
孝
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

牧　
　
高
司
様

（
累
計
金
二
八
三
、八
〇
〇
円
）

巻
田　
悦
郎
様

（
累
計
金
一
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

正
木　
　
舞
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
田　
　
大
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
七
、〇
〇
〇
円

天
沼　
秀
夫
様

（
累
計
金
八
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

伊
藤　
享
子
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

関
根　
　
広
様

（
累
計
金
一
八
、〇
〇
〇
円
）

匿
名　
　
一
名

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

匿
名　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社
様

（
累
計
金
七
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
熊
谷
組　
首
都
圏
支
店

様（累
計
金
七
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
） 

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
朝
日
工
業
社
様

◇
金
九
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ト
プ
コ
ン
様	

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
ヴ
ァ
ル
研
究
所
様

丸
善
株
式
会
社
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

三
浦
電
気
工
事
株
式
会
社
様

◇
匿
額

日
本
製
薬
団
体
連
合
会
様	

【
団
体
】

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
八
戸
地
区
Ｏ
Ｂ
会

様
（
累
計
金
一
八
五
、〇
〇
〇
円
）

　
山
口　
雅
美
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

築
理
会
35
周
年
記
念
総
会
懇
親
会

様
（
累
計
金
三
一
一
、〇
〇
〇
円
）

　
石
神　
一
郎
様　
大
岩　
昭
之
様

　
乙
丸　
勝
範
様　
加
藤　
宏
之
様

　
小
谷　
洋
子
様　
田
中　
　
治
様

　
椿　
　
康
子
様　
林　
　
孝
夫
様

　
福
田　
義
克
様　
三
松　
一
宇
様

　
森
本　
　
仁
様　
吉
池　
　
修
様

◇
金
七
〇
、〇
〇
〇
円

１
部
軟
式
庭
球
部
Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
二
一
六
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
山
岳
会
（
Ⅰ
部
体
育
局
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
会
）
様

（
累
計
金
一
五
九
、〇
〇
〇
円
）

　
小
池　
純
司
様

【
こ
う
よ
う
会
】

◇
二
三
、六
〇
七
、〇
〇
〇
円

個
人　
三
六
一
名

○
入
金
額

［
個
人
］	

（
三
五
〇
名
）

五
〇
、九
八
三
、六
四
〇
円

［
法
人
］	

（
七
社
）

八
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
四
団
体
）

三
三
〇
、〇
〇
〇
円

［
こ
う
よ
う
会
］	

（
三
六
一
件
）

二
三
、六
〇
七
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十
一

月
一
日
〜
二
〇
〇
七
年
七
月

三
十
一
日
）

［
個
人
］	

（
四
、四
四
八
名
）

七
二
六
、二
四
九
、一
五
〇
円

［
法
人
］	

（
三
一
八
社
）

七
六
五
、四
一
〇
、〇
〇
〇
円

［
団
体
］	

（
一
九
三
団
体
）

三
〇
、九
五
四
、二
五
二
円

［
こ
う
よ
う
会
］	（
一
、三
一
一
件
）

九
七
、三
〇
五
、三
八
八
円

本
学
も
七
月
の
第
三
土
曜
日

に
あ
た
る
二
十
一
日
に
、
新
た

に
学
位
を
取
得
さ
れ
た
同
窓
約

百
二
十
人
の
方
々
を
お
祝
い
す

る
た
め
に
、
理
窓
博
士
会
に
よ

る
学
位
取
得
者
記
念
講
演
会
・

祝
賀
会
が
、
東
京
理
科
大
学
一

号
館
十
七
階
記
念
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
本
記
念
会
は
、

第
一
部
、
第
二
部
か
ら
な
り
、

第
一
部
で
は
新
取
得
者
有
志
に

よ
る
記
念
講
演
会
と
特
別
講
演

が
、
ま
た
第
二
部
で
は
「
学
術

奨
励
賞
」
授
与
式
と
祝
賀
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
十
一
人
の
新
取

得
者
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
本
年
は
多
数
の
お

申
し
込
み
を
頂

い
た
た
め
に
一

人
十
分
で
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
近
年

の
先
端
的
研
究
内
容
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
講
演
者
が
専
門

外
の
聴
講
者
に
も
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

講
演
後
に
聴
講
者
と
の
間
で
活

発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
を
終
え
、
竹
内
学

長
か
ら
は
「
日
本
の
将
来
を
担

う
こ
と
の
重
要
さ
を
認
識
し
、

同
窓
と
し
て
横
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
」
と
の
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
小

山
稔
氏
に
よ
る
特
別
講
演
で

は
、
戦
後
の
様
々
な
企
業
の
発

展
に
触
れ
ら
れ
、
独
創
性
の
あ

る
企
業
や
個
性
の
あ
る
人
材
が

生
き
残
る
こ
と
を
ご
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
第
一
回
理
窓

博
士
会
「
学
術
奨
励
賞
」
の
授

与
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
岡
本
直
也
氏
（
Ｈ
十
三
理
・

応
数
、
本
学
理
学
部
第
一
部

数
理
情
報
科
学
科
）

▽
柴
田
裕
史
氏

（
Ｈ
十
三
理
工
・

工
化
、
本
学
基

礎
工
学
部
材
料
工
学
科
）

▽
髙
草
木
洋
一
氏
（
Ｈ
十
三

薬
・
薬
、
本
学
理
工
学
部
応

用
生
物
科
学
科
）

▽
元
祐
昌
廣
氏
（
Ｈ
十
二
慶
大

理
工
・
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ン
、
本
学
工
学
部
第
一
部
機

械
工
学
科
）

理
窓
博
士
会
で
は
、
新
た
に

学
位
を
取
得
さ
れ
た
方
お
よ
び

学
位
を
取
得
さ
れ
た
こ
と
が
新

た
に
判
明
し
た
方
を
対
象
に
、

こ
の
よ
う
な
記
念
会
を
毎
年
七

月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う

で
し
た
ら
、
左
記
宛
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

hangai@
ee.kagu.tus.

ac.jp

（
工
学
部
電
気
工
学
科

　

半
谷
精
一
郎
）

＊
理
窓
会
：
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
：

http://risoukai.rikadai.jp/

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業　
寄
付
者
芳
名

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ

き
、
ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す

今

回
は
、
二
〇
〇
七
年
五
月
一
日
〜
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
お
振
込

み
い
た
だ
い
た
分
で
す


ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が

区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た


東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
☎
〇
三
・
五
二
二 

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三 

＊e-m
ail

：125shunen@
adm

in.tus.ac.jp

＊U
RL:http://w

w
w

.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

新
・
学
位
取
得
者
記
念
会
開
く
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今年は理大祭（野田）期間中に開催します！
◆日　時：11月24日（土）10：00～17：00
◆場　所：東京理科大学野田キャンパス
 ◇開会式典　◇記念講演　◇Live＆Stage
 ◇スペシャルコンサート　◇大抽選会
 ◇卒業50年記念祝賀懇親会　他
◆お問い合わせ：理窓会事務局
　☎03-3260-0725　E-mail：risoukai@admin.tus.ac.jp
　　＊詳細はHPをご覧ください

http://risoukai.rikadai.jp/hcd/

第２回ホームカミングデー

〔
内　

容
〕

理

窓

会
だ
よ
り
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読
売
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
（
八
月

十
二
日
号
特
集
企
画
）
の
『
就

職
に
「
超
」
強
い
二
〇
〇
大

学
ラ
ン
ク
』
で
、
諏
訪
東
京

理
科
大
学
は
就
職
決
定
者
数

三
百
人
未
満
の
小
規
模
学
校
群

の
中
で
十
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
さ

れ
た
。
ま
た
、
本
学
の
就
職
率

九
五・
八
％
は
七
百
校
を
超
え

る
全
国
の
大
学
の
中
で
も
十
三

位
と
高
く
、
昨
年
に
続
き
企
業

か
ら
の
高
い
評
価
が
得
ら
れ
、

本
学
の
「
実
践
力
を
育
て
る
教

育
」
と
就
職
支
援
の
き
め
細
か

さ
が
“
就
職
の
強
さ
”
で
実
証

さ
れ
た
形
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
長
野
県
内
七
大

学
中
こ
れ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た

の
は
、
本
学
の
他
、
大
規
模
学

校
群
三
十
九
位
の
信
州
大
学
の

み
で
あ
っ
た
。

本
学
は
長
野
県
内
企
業
へ
の

就
職
者
が
多
く
、
地
元
に
あ
る

大
学
と
し
て
、
地
域
企
業
と
の

共
同
研
究
等
を
通
じ
て
実
践
で

活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
本
年
度
も
県
内

企
業
か
ら
の
求
人
は
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
形

で
学
生
た
ち
も
積
極
的
に
就
職

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
同

様
の
高
い
就
職
率
を
期
待
し
た

い
。

七
月
二
十
八
日
（
土
）
〜
七

月
二
十
九
日
（
日
）
の
両
日

「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」
を
開

催
し
た
。
諏
訪
地
域
を
は
じ
め

県
内
の
小
学
校
五
、六
年
生
と

そ
の
保
護
者
三
十
七
組
が
参
加

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
宿
泊
す
る
一

泊
二
日
の
日
程
で
、
も
の
づ
く

り
や
実
験
を
楽
し
ん
だ
。

一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
水
面
の
白
い
膜
の
動
き
か

ら
実
際
の
空
気
の
流
れ
を
体
験

し
た
り
、
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
コ
ン

ビ
ニ
店
長
を
体
験
し
た
り
と
興

味
あ
る
コ
ー
ス
で
の
学
習
に
目

を
輝
か
せ
て
い
た
。

二
日
目
は
七
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
本
学
教
員
の
手
ほ
ど

き
で
子
ど
も
た
ち
は
ロ
ボ
ッ
ト

や
紙
飛
行
機
作
り
を
体
験
。

「
電
気
を
使
っ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
飛
ば
そ
う
」
の
講
座
で
は

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ミ
ニ
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
作
り
、
手
動
の
発

電
機
を
回
し
て
電
気
を
起
こ
し

て
飛
ば
し
た
。

ま
た
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生

も
交
え
た
英
会
話
ダ
ン
ス
や
花

火
の
色
の
出
し
方
の
講
義
の

後
、
花
火
大
会
も
あ
り
、
親
子

の
交
流
や
子
ど
も
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
よ
う

だ
。

諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
十
月

七
日
か
ら
二
日
間
の
日
程
で
、

父
母
懇
談
会
を
開
催
し
た
。
懇

談
会
に
は
両
日
併
せ
て
約

四
百
二
十
人
の
父
母
等
が
参

加
、
学
部
別
懇
談
会
や
個
別
懇

談
会
で
各
学
科
の
特
徴
や
理

念
、
学
生
の
本
学
で
の
様
子
に

つ
い
て
の
話
等
を
聞
い
た
。

懇
談
会
は
、
父
母
ら
の
大
学

へ
の
一
層
の
理
解
と
、
本
学
の

学
生
教
育
の
参
考
に
す
る
目
的

で
今
年
三
回
目

の
開
催
と
な

る
。
七
日
は
三

年
生
以
上
、
八

日
は
一
、二
年

生
を
対
象
に
実

施
し
た
。
学
部

別
に
本
学
の
現

況
や
教
務
、
就

職
状
況
等
の
説

明
、
個
別
に
相

談
会
も
あ
っ

た
。
父
母
ら
は

自
然
に
囲
ま
れ

た
キ
ャ
ン
パ
ス

の
様
子
を
体
感

し
、
学
生
の
本

学
で
の
様
子
や

今
後
の
進
路
等

に
つ
い
て
耳
を
傾
け
た
。

懇
談
会
の
全
体
会
で
は
、
本

学
の
特
色
あ
る
教
育
の
一
環
を

紹
介
す
る
目
的
で
「
総
合
演

習
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
行
わ
れ
た
。

就
職
に「
超
」強
い
大
学
ラ
ン
ク

本
学
、

　

 

　
　

    

中
10
位

小
規
模

学
校
群

読
売
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
特
集
で
高
い
評
価

諏
訪
東
京
理
科
大
学
News
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー一

　

０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
）

http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/

山
口
東
京
理
科
大
学
News
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一

　

０
８
３
６
・
８
８
・
３
５
０
０（
代
表
）

http://w
w
w
.yam

a.tus.ac.jp/

ミ
ニ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
飛
ば
そ
う

本
年
度
の
竜
王
祭
を
十
一
月

二
十
三
日
（
金
）
〜
十
一
月

二
十
五
日
（
日
）
ま
で
の
三
日

間
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夢
〜
ｄ

第
四
十
九
次
南
極

地
域
観
測
で
は
、
本

学
の
菊
地
研
究
室
が

中
心
と
な
り
、
世
界

初
の
試
み
と
し
て
、

南
極
昭
和
基
地
に
分

析
装
置
を
搬
入
し
、
大
気
中
の

粒
子
状
物
質
や
雪
氷
や
降
雪
に

つ
い
て
重
点
的
に
現
場
分
析
を

行
う
。

従
来
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
試

料
を
隊
員
が
日
本
に
持
ち
帰

り
、
分
析
を
行
っ
て
い
た
た

め
、
冷
凍
保
存
し
て
も
状
態
が

変
質
す
る
と
い
う
難
点
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
今
回
は
現
場
で

ペ
ー
ジ
で
も
逐
次
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
あ
る
。
今
後
の
浅
野

隊
員
の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し

た
い
。

「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」

楽
し
ん
だ
！「
サ
イ
エ
ン
ス
夢
合
宿
」

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
七
月
二
十
九
日
、
九

月
八
日
、
九
月
二
十
九
日
の
三

日
間
に
わ
た
り
開
催
。
六
百
人

を
越
す
参
加
者
を
集
め
、
各
回

と
も
に
と
て
も
賑
わ
っ
た
。

模
擬
実
験
や
模
擬
講
義
・
研

究
室
公
開
の
他
、
昨
年
好
評
で

あ
っ
た
「
体
験
講
座
」
を
今
年

も
開
催
。
ま
た
、
推
薦
入
学
対

策
講
座
と
し
て
「
模
擬
面
接
」

を
企
画
し
た
。
さ
ら
に
、
保
護

者
向
け
に
大
学
周
辺
を
周
る
バ

ス
ツ
ア
ー
も
実
施
し
た
。

特
集
企
画
と
し
て
「
在
校
生

が
諏
訪
東
京
理
科
大
学
を
語

る
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
壇
上
の
在
校
生
は

自
身
の
受
験
体
験
談
や
進
路
決

定
の
き
っ
か
け
、
大
学
生
活
や

本
学
の
特
徴
な
ど
を
、
参
加
者

に
対
し
熱
く
語
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
盛
況

在
校
生
も
母
校
を
熱
く
Ｐ
Ｒ

学生の「総合演習」の発表に耳を傾ける父母

熱心に…父母懇談会２日間

本
学
の
浅
野
比
助
教
が

南
極
観
測

隊
員
に
選
ば
れ
る

第
四
十
九
次
南
極
地
域
観
測

隊
員
（
五
十
五
人
）
に
本
学
物

質
・
環
境
工
学
科
の
浅
野
比
助

教
＝
写
真
＝
が
選
ば
れ
た
。
南

極
地
域
観
測
隊
員
は
こ
れ
ま
で

国
家
事
業
と
し
て
、
南
極
に
派

遣
さ
れ
て
お
り
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー

ル
や
オ
ー
ロ
ラ
の
発
生
機
構
の

解
明
等
、
次
々
に
科
学
的
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。

分
析
を
行
う
た
め
、
よ
り
正
確

な
デ
ー
タ
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

航
行
の
無
人
飛
行
機
（
航
続
高

度　

五
千
メ
ー
ト
ル
）
を
用
い

て
、
昭
和
基
地
や
海
氷
域
や
大

陸
域
上
空
の
微
粒
子
を
高
度
別

に
採
取
し
、
個
々
に
評
価
分
析

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

浅
野
助
教
は
菊
地
研
究
室
に

所
属
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
十
一

月
か
ら
一
年
間
に
渡
っ
て
現
地

に
赴
き
、
観
測
を
開
始
す
る
。

こ
の
模
様
は
、
本
学
ホ
ー
ム

◆会場・日時

　

◆スケジュール
　●10：00～11：00　受付
　●11：00～11：10　開会挨拶、大学現状報告
　●11：10～11：20　理事会報告
　●11：20～11：40　進路状況報告
　●11：40～12：00　学修について
　●12：00～12：15　質疑・応答
　●12：15～13：00　休憩・父母との懇談会
　●13：00～14：30　個別相談（希望者のみ）
　＊山口会場では学園祭（竜王祭）を見学することができます
◆お問い合せ先：山口東京理科大学　学務課

TEL：0836・88・4505

父母懇談会を開催します

なお、福岡会場では10月27日に博多グリーンホテル博多駅で、
また岡山会場では10月28日にホテルサンルート岡山で、それぞれ
多数の父母のご出席をみて懇談会が催されました。

山口会場：山口東京理科大学　11月24日（土）11：00～

ｒ
ｅ
ａ
ｍ
〜
」
で
す
。
年
に
一

度
の
こ
の
竜
王
祭
が
皆
さ
ん
に

感
動
を
与
え
、
新
た
な
夢
を
持

て
る
よ
う
に
と
い
う
、
実
行
委

員
一
同
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

企
画
内
容
は
、
も
ち
ま
き
大

会
、
一
般
参
加
の
軽
音
ラ
イ

ブ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
等
、
本
学
学

生
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
参
加

で
き
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん

だ
も
の
で
、
模
擬
店
も
多
数
出

店
し
ま
す
。
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
十
分
に
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

十
月
五
日
（
土
）
に
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
主
催
の
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
、
同
日
の
第
二
回
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
メ
イ
ン
企
画

で
、
講
師
は
、
日
本
テ
レ
ビ
系

「
ズ
ー
ム
イ
ン
‼
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
」

で
お
な
じ
み
の
橋
本
五
郎
氏

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）。

「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
」
と

題
し
、
会
場
に
は
ほ
ぼ
満
員
と

な
る
約
二
百
八
十
人
の
聴
講
者

が
集
ま
っ
た
＝

写
真
。

橋
本
氏
は
、

長
年
政
治
記
者

と
し
て
第
一
線

で
活
躍
し
、
多

く
の
国
会
議
員

と
も
親
交
が
厚

く
、
講
演
会
で

は
、
政
治
の
舞

台
裏
の
秘
話
も

披
露
。
ユ
ー
モ

ア
溢
れ
る
語
り

口
に
会
場
内
は

終
始
、
笑
い
に

包
ま
れ
た
。
歴

代
の
首
相
の
特

徴
、
小
泉
政
権

の
高
支
持
率
の

理
由
、
安
倍
前

首
相
の
突
然
の
辞
任
劇
に
つ
い

て
、
委
曲
を
尽
く
し
て
解
き
明

か
し
「
安
倍
前
政
権
は
、
賛
否

は
と
も
か
く
と
し
て
、
五
十
九

年
ぶ
り
の
教
育
基
本
法
の
改

正
、
防
衛
省
へ
の
昇
格
、
国
民

投
票
法
の
成
立
等
、
短
期
間
に

こ
れ
だ
け
の
仕
事
を
成
し
遂

げ
、
後
世
評
価
さ
れ
る
日
が
来

る
で
あ
ろ
う
」
と
力
説
し
た
。

一
方
で
「
政
治
家
は
人
の
痛
み

を
分
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
小
泉
元
首
相
か
ら
続
く
構

造
改
革
で
地
方
は
疲
幣
し
、
特

に
福
祉
は
顧
み
ら
れ
て
い
な

い
。
光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ

に
こ
そ
、
政
治
は
も
っ
と
目
を

向
け
る
べ
き
だ
」
と
痛
烈
に
批

判
し
た
。
ま
た
、
子
供
六
人
を

育
て
上
げ
、
十
三
年
前
に
他
界

し
た
自
身
の
母
親
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
は
涙
を
誘
う
場
面
も
あ

り
、
講
演
会
は
大
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

な
お
、
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
の
入
場
者
数
は
、

中
・
四
国
・
九
州
地
区
の
大
学

が
減
少
す
る
中
、
本
学
で
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
参
加
者
の
評

判
も
上
々
で
、
本
学
に
対
す
る

認
知
度
も
次
第
に
広
が
り
を
見

せ
て
い
る
。

竜
王
祭
迫
る
！
テ
ー
マ
は「
夢
」

第13回　竜王祭　日程

11月23日（金）15：00～20：00

11月24日（土）10：00～20：00

11月25日（日）10：00～20：00

「日本の政治」講演会賑わう
オープンキャンパスの特別企画
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好
条
件
下
、求
人
増
勢

好
条
件
下
、求
人
増
勢

就
職
活
動
〝
売
り
手
市
場
〞の
趣
き

ナノスケール量子輸送テーマに
FCSNT ’07国際シンポジウム

－最新成果について活発論議－

農 林・水 産 業
鉱 業
建 設
設 備 工 事
建 築（土 木）設 計
食 料 品
繊 維 ・ 衣 料
木 材・木 製 品・家 具
パ ルプ・紙・紙 加 工
新 聞 ・ 出 版
印 刷・同 関 連 産 業
化 学 工 業
医 薬・化 粧 品
石 油・石 炭 製 品
ゴ ム・皮 革 製 品
窯 業・土 石 製 品
鉄 鋼
金 属 製 品
非 鉄 金 属 製 品
一 般 機 械 器 具
精 密 機 械 器 具
電 気 機 械 器 具
輸 送 用 機 械 器 具
そ の 他 の 製 造 業
商 社
卸 ・ 小 売
百 貨 店・スーパー
自 動 車 販 売
外 食 産 業
銀 行 ・ 信 託
金 庫・信 用 組 合
証 券・商 品 取 引
保 険
不 動 産 業
運 輸・通 信 業
電 気・ガ ス・水 道
※1 教 育：大 学
教 育：専 任 教 諭
※２そ の 他 の 教 育
情 報 産 業
放 送 ・ 広 告
医 療・保 健 業
学 術 研 究 機 関
非 営 利 団 体
その 他 のサービス
そ の 他
合 計

平成19年度　求人件数 （９月20日現在）

※1．事務職員　※2．塾・予備校等教育産業
●求人件数に追加・再募集及び公務員は含まない

3
3

238
141
97
70
25
23
25
32
31
123
69
31
23
39
27
88
28
252
121
383
138
56
36
432
60
32
42
29
35
28
24
79
95
18
20
150
39

1,154
70
182
5
43
318
11

4,968

45
17
11
28
13
13
28
75
49
47
157
94

2,447
386
108
52
50
30
31
101
34
114
233
26
13
60
295
69
7
7
5
11
62
74
9
7
25
21
16
42
5
3
8
7
7
13
13

4,968

北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県
合 計

●　産業分類別 ●　都道府県別

2007年（平成19年）　10月29日（月） （ 6 ）

景
気
は
、
米
国
景
気
の
減

速
、
原
油
価
格
の
高
騰
等
の
不

安
定
要
因
を
か
か
え
な
が
ら
も

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
る

戦
後
最
長
の
拡
大
基
調
が
つ
づ

い
て
い
る
。
雇
用
環
境
は
団
塊

世
代
の
大
量
退
職
に
伴
い
、
企

業
が
技
術
伝
承
を
す
る
人
材
や

将
来
を
見
据
え
た
コ
ア
人
材
の

確
保
を
背
景
に
採
用
拡
大
が
鮮

明
に
な
っ
て
お
り
、
バ
ブ
ル
期

の
「
売
り
手
市
場
」
を
彷
彿
と

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
就
職
氷

河
期
か
ら
つ
づ
い
て
い
る
「
質
」

重
視
の
厳
選
採
用
は
「
量
」
の

確
保
対
策
に
も
対
応
を
せ
ま
ら

れ
て
い
る
。

本
年
度
の
就
職
状
況
は
、
企

業
の
採
用
活
動
が
一
段
と
早
期

化
し
、
会
社
説
明
会
は
二
月
上

旬
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
選
考
の

時
期
は
四
月
上
旬
か
ら
中
旬
に

集
中
し
、
内
々
定
出
し
は
四
月

下
旬
か
ら
五
月
上
旬
が
大
き
な

山
と
な
っ
た
。
自
由
応
募
の
ウ

ェ
イ
ト
が
高
ま
る
中
、
複
数
の

企
業
か
ら
内
々
定
を
取
る
学
生

が
増
加
し
て
い
る
。
反
面
、
早

期
化
に
伴
い
企
業
研
究
す
る
時

期
が
少
な
く
な
り
、
入
社
後
の

ミ
ス
・
マ
ッ
チ
を
懸
念
す
る
声

も
聞
か
れ
る
。

本
年
度
、
本
学
に
対
す
る
求

人
件
数
は
別
表
の
通
り
四
千
九 

百
六
十
八
件
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
建

設
、
化
学
工
業
、
輸
送
用
機
器

（
自
動
車
）、
金
融
・
保
険
業
か

ら
の
求
人
が
増
加
し
て
い
る
。

都
道
府
県
別
の
求
人
（
別

表
）
に
つ
い
て
は
、
大
都
市
圏

で
総
じ
て
増
加
し
て
い
る
が
、

地
方
で
は
地
域
間
に
ば
ら
つ
き

が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

就
職
状
況
下
、
多
数
の
学
生
か

ら
採
用
内
定
の
報
告
が
あ
り
、

本
年
度
の
就
職
戦
線
は
終
盤
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

教
員
採
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
首
都
圏
を
中
心
に
「
団
塊

世
代
の
大
量
定
年
問
題
」
の
対

応
か
ら
教
員
の
需
要
が
増
加

し
、
教
員
採
用
試
験
受
験
者
の

合
格
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

「
理
学
の
普
及
を
以
っ
て
国
運

発
展
の
基
礎
と
な
す
」
は
本
学

の
建
学
精
神
で
あ
る
。
希
望
者

は
こ
の
時
期
を
逃
さ
ず
本
学
の

伝
統
で
あ
る
教
育
界
に
多
数
進

ん
で
ほ
し
い
。

次
年
度
、
新
た
に
就
職
活
動

を
迎
え
る
学
生
諸
君
に
対
し
て

六
月
上
旬
の
「
第
一
回
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
に
続
い
て
、
十
月

か
ら
「
第
二
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
を
実
施
す
る
。
ま
た
「
業

界
・
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」、

理
窓
企
業
人
会
に
よ
る
会
社
説

明
会
（
本
学
卒
業
生
が
社
長
・

役
員
を
し
て
い
る
企
業
を
招
聘

し
て
行
う
）
や
「
就
職
マ
ナ
ー

講
習
会
」「
就
職
面
接
講
習
会
」

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検
査
」「
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
対
策
講
座
」
等
の
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
就

職
（
進
路
）
へ
の
意
識
を
高
め

て
欲
し
い
。

就
職
課
は
、
学
生
諸
君
が
気

軽
に
立
ち
寄
っ
て
、
進
路
相
談

等
が
で
き
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

学
年
を
問
わ
ず
、
学
生
諸
君
の

積
極
的
な
利
用
を
歓
迎
し
ま

す
。

六
月
七
日
（
木
）
〜
八
日

（
金
）、
文
部
科
学
省
の
私
立
大

学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業

と
し
て
本
学
が
実
施
し
て
い
る

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
「
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
計
算
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
（
略
称
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
）」

（
セ
ン
タ
ー
長
：
河
村
洋
理
工

学
部
教
授
）
は
、
物
質
計
算
科

学
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
長
：

渡
辺
一
之
理
学
部
第
一
部
教

授
）
を
中
心
に
、
東
京
大
学
工

学
部
計
算
物
質
科
学
研
究
室
、

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｘ
社
（
デ

ン
マ
ー
ク
）
と
共
催
で
「Inter national Symposium on 

Frontiers in Com
puta 

tional Scien 
ce of Nanos 
cale Trans 
port

（FCSN 
T

）in conjun 
ction w

ith 
A

tom
istix 

W
orkshop 

2007

」
を
、神

楽
坂
キ
ャ
ン
パ

ス
森
戸
記
念
館

で
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
竹
内
学
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
お
よ
そ
百

人
の
参
加
者
を
迎
え
、
招
待
講

演
は
国
外
、
国
内
か
ら
各
三

件
、
口
頭
発
表
十
一
件
、
共
催

の
一
つ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｘ

社
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
に
よ
る
最

新
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
ポ
ス
タ
ー
発

表
三
十
五
件
を
通
し
て
、
最
新

の
研
究
成
果
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
を
行
っ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムFCSNT 

2007

は
、
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
構

造
の
量
子
輸
送
現
象
の
中
に
、

電
流
・
熱
流
・
ス
ピ
ン
流
を
含

む
各
輸
送
特
性
の
個
別
性
と
普

遍
的
性
質
を
探
る
こ
と
を
目
的

に
、
計
算
物
理
学
・
化
学
的
研

究
の
最
近
の
発
展
に
焦
点
を
当

て
た
も
の
で
あ
る
。
本
学
Ｈ
Ｏ

Ｌ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
物
質
計
算
科

学
グ
ル
ー
プ
の
山
本
貴
博
理
学

部
助
教
に
よ
る
「
ナ
ノ
ス
ケ
ー

ル
熱
輸
送
」
に
関
す
る
独
創
的

研
究
の
成
果
発
表
、
バ
ト
ラ
ー

教
授
（
ア
ラ
バ
マ
大
）
の
「
ス

ピ
ン
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
研
究
の
レ

ビ
ュ
ー
、
ブ
ラ
ン
ビ
ュ
ー
教
授

（
デ
ン
マ
ー
ク
工
科
大
）
の

「
ナ
ノ
デ
バ
イ
ス
へ
の
応
用
」

に
つ
い
て
の
最
新
成
果
報
告
な

ど
に
よ
っ
て
、
第
一
フ
ォ
ー
ラ

ム
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
っ

て
、
電
子
・
フ
ォ
ノ
ン
・
ス
ピ

ン
が
踊
る
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
世

界
を
探
索
し
、
現
象
の
理
解
に

一
歩
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
輸
送
か
ら
メ

ソ
、
マ
ク
ロ
輸
送
現
象
の
理
解

へ
と
繋
げ
て
ゆ
く
こ
と
（
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
）
が
今
後
の
課
題

で
あ
り
、
Ｈ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
セ
ン
タ

ー
の
使
命
の
一
つ
で
も
あ
る
。

ナノスケール量子輸送シンポジウム
の参加者たち＝毘沙門天善國寺にて

挨拶する渡辺教授 挨拶する竹内学長

創立記念日のバナー広告が
インターネット広告賞受賞
－第23回読売広告大賞－

本
学
で
は
昨
年
度
、
創
立

百
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
新

聞
・
雑
誌
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
じ
幅
広
い
広
報
活
動
を

展
開
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
制
作
さ
れ
た
バ
ナ
ー
広
告

が
、
読
売
新
聞
社
第
二
十
三
回

読
売
広
告
大
賞
「
読
者
が
選
ぶ

広
告
の
部
」
に
お
い
て
「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
賞
」
に
選
定

さ
れ
た
。

読
売
広
告
大
賞
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
賞
」
は
、
同
新
聞

社
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ｕ
Ｒ
Ｉ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に

掲
出
さ
れ
た
広
告
を
対
象
に
、

ユ
ー
ザ
ー
の
反
響
デ
ー
タ
（
ク

リ
ッ
ク
レ
ー
ト
）
を
基
に
、
選

考
委
員
が
優
秀
と
認
め
た
作
品

に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
本
年
度

新
設
さ
れ
、
本
学
の
広
告
が
第

一
回
の
受
賞
作
品
と
な
っ
た
。

本
学
が
掲
載
し
た
バ
ナ
ー
広

告
は
、
バ
ナ
ー
広
告
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
際
、
マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ

が
マ
ッ
チ
棒
に
変
形
し
、
ロ
ウ

ソ
ク
に
火
を
つ
け
る
よ
う
に
見

え
る
工
夫
が
な
さ
れ
、
そ
の

後
、
創
立
記
念
日
を
バ
ー
ス
デ

ー
に
な
ぞ
ら
え
、
ロ
ウ
ソ
ク
の

火
が
増
え
て
い
く
と
と
も
に

「
六
月
十
四
日
、
東
京
理
科
大

学
は
百
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま

す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
示

＝
写
真
＝
。
こ
の
動
き
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

過
去
５
年
間
の「
学
報
」が
Ｈ
Ｐ
で
見
ら
れ
ま
す

東
京
理
科
大
学
報
（
学
報
）

は
各
キ
ャ
ン
パ
ス
等
で
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
本
学
Ｈ
Ｐ
か
ら

も
閲
覧
で
き
ま
す
。
過
去
五
年

間
に
発
行
さ
れ
た
学
報
の
閲
覧

が
可
能
で
、
紙
面
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
と
し
て
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
五
年
前
の
本
学
の
出
来

事
を
、
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
発
見
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
⁉

＊
学
報
Ｈ
Ｐ　http://www. 

tus.ac.jp/info/publish/ 
index.htm

l

理
工
・
電
気
電
子
情
報
工
学
コ
ー
ス

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
技
術
者
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム

認
定

合
格
し
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
技
術
士
の
資
格
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
Ｈ
Ｐ

http://www.jabee.org/
＊
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構

（JA
B

E
E

:
Jap

an 
A

ccreditation Board 
for E

ngineering 
Education

）
は
、
技
術
系

学
協
会
と
密
接
に
連
携
し
、
技

術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
審

査
・
認
定
を
行
う
非
政
府
団
体
。

四
月
一
日
か
ら
二
〇
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
五
年
間

こ
の
コ
ー
ス
修
了
生
は
、
技

術
者
と
し
て
必
要
な
教
育
を

修
了
し
た
こ
と
が
国
際
的
に

認
め
ら
れ
（W

ashington 
A

ccord

）、
修
習
技
術
者
の

資
格
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

技
術
士
第
一
次
試
験
が
免
除
さ

れ
、
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

技
術
士
補
の
資
格
が
与
え
ら
れ

る
。
修
習
技
術
者
ま
た
は
技
術

士
補
は
必
要
な
経
験
を
積
ん
だ

後
に
、
技
術
士
第
二
次
試
験
に

理
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工

学
科
の
「
電
気
電
子
情
報
工
学

コ
ー
ス
」
は
、
五
月
十
四
日
付

け
で
、
日
本
技
術
者
教
育
認
定

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
の
Ｊ
Ａ

Ｂ
Ｅ
Ｅ
技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
次
の
と
お
り
正
式

認
定
さ
れ
た
。

▼
認
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
：
電

気
電
子
情
報
工
学
コ
ー
ス

▼
認
定
分
野
：
電
気
・
電

子
・
情
報
通
信
及
び
そ
の
関
連

分
野▼

認
定
期
間
：
二
〇
〇
六
年

平
成
十
八
年
四
月
に
東
京
理

科
大
学
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
の

九
段
校
舎
が
開
設
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
本
学
同
窓
生
が
中
心
と

な
っ
て
「
東
京
理
科
大
学
発
祥

の
地
（
私
立
稚
松
学
校
の
所
在

地
）」
を
探
し
て
き
た
が
、
こ

の
た
び
そ
の
場
所
が
「
千
代
田

区
九
段
北
一
丁
目
六
番
地
（
千

代
田
区
立
掘
留
南
児
童
公
園
周

辺
）」
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

本
学
は
百
二
十
六
年
前
に
稚

松
学
校
の
一
部
を
借
り
て
、
東

京
物
理
学
講
習
所
を
始
め
、
こ

の
こ
と
は
明
治
十
四
年
付
郵
便

報
知
新
聞
広
告
欄
の
「
東
京
物

理
学
講
習
所
設
立
広
告
」
や

「
東
京
物
理
学
校
五
十
年
小
史
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

所
在
番
地
の
記
載
ま
で
は
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
番

地
に
つ
い
て
は

稚
松
学
校
の
記

録
に
よ
り
麹
町

区
飯
田
町
四
丁

目
一
番
地
と
判

明
し
た
も
の

の
、
一
番
地
の

ど
こ
に
稚
松
学

校
が
あ
っ
た
の

か
ま
で
は
資
料

が
無
く
、
場
所

を
確
定
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ

た
。と

こ
ろ
が
、

平
成
十
八
年
に
千
代
田
区
立
図

書
館
の
倉
庫
か
ら
稚
松
学
校
の

所
在
を
推
定
で
き
る
明
治

二
十
八
年
製
作
の
地
図
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
や
、
そ
の
他
資
料

を
検
討
し
た
結
果
、
発
祥
の
地

を
推
定
す
る
に
至
っ
た
。
本
学

で
は
今
後
、
千
代
田
区
と
協
議

し
、
こ
の
地
に
本
学
発
祥
の
地

と
し
て
の
記
念
碑
を
建
立
す
る

こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

本学発祥の地がわかった！
千代田区九段のこの辺り

▼
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特　集 ㊦　大学図書館長 河 村　　洋（　　  ）理工学部機械
工学科　教授

電子図書館時代に向けて電子図書館時代に向けて

学
外
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
電
子
ブ
ッ
ク

文
献
複
写
依
頼
と
図
書
貸
借
依
頼

前
回
の
学
報
七
月
号
で
は
電

子
図
書
館
の
窓
口
で
あ
る
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
資

料
検
索
シ
ス
テ
ム
、
二
次
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
学
術
雑
誌
や
学
術
図
書
の

オ
ン
ラ
イ
ン
版
で
あ
る
「
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
と
「
電
子
ブ
ッ

ク
」、
ま
た
、
他
図
書
館
か
ら

希
望
す
る
資
料
の
取
り
寄
せ
を

依
頼
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
学
図
書
館
の
「
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
と
「
電
子
ブ
ッ
ク
」

は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
メ
ニ
ュ
ー
」
か
ら
「
電
子
資

今
回
ご
紹
介
す
る
電
子
ジ
ャ

ー
ナ
ル
等
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

は
、
図
書
館
に
来
館
す
る
こ
と

な
く
、
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
お

よ
び
学
外
の
自
宅
か
ら
で
も

二
十
四
時
間
利
用
で
き
る
大
変

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
教

員
、
卒
研
生
、
大
学
院
生
の
利

用
者
に
は
、
既
に
広
く
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
学
外

の
自
宅
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
に

は
Ｖ
Ｐ
Ｎ
（Virtual Private 

Network

の
略
、
学
外
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
研
究
環
境
に

ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
）
の
設
定

が
必
要
で
す
。
設
定
を
希
望
す

る
場
合
は
図
書
館
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

電
子
図
書
館
化
の
主
た
る
目

的
は
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
本
学
図

書
館
は
こ
の
目
的
に
沿
い
、
今

後
と
も
利
用
者
の
ご
意
見
ご
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

充
実
し
た
電
子
図
書
館
を
目
指

し
て
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
利
用
者
皆
さ
ん
の
よ

り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

本
学
図
書
館
で
は
、
所
属
の

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
資

料
を
、
他
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館

や
他
大
学
図
書
館
か
ら
取
り
寄

せ
て
、
利
用
者
に
提
供
す
る
図

書
館
間
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
学
内
向
け
サ

ー
ビ
ス
」
を
選
択
し
、
左
図
上

段
画
面
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
利
用
す
る
場
合
は
図
書
館

で
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得

し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
と
す
る
資
料
が
、
所
属

す
る
図
書
館
に
所
蔵
し
て
い
な

い
場
合
は
文
献
複
写
依
頼
を
承

り
ま
す
。
そ
の
際
、
ま
ず
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書
館

資
料
検
索
」
及
び
「
電
子
資
料

（
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
電
子
ブ

ッ
ク
）」
メ
ニ
ュ
ー
で
、
所
蔵

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。本

サ
ー
ビ
ス
に
は
「
文
献
複

写
依
頼
」
と
「
図
書
貸
借
依

頼
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

「
文
献
複
写
依
頼
」
は
、
図

書
の
一
部
ま
た
は
雑
誌
掲
載
の

論
文
の
コ
ピ
ー
を
著
作
権
の
範

囲
内
で
取
り
寄
せ
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
複
写
料
金
と
送
料
の
実

費
が
か
か
り
ま
す
。
左
図
下
段

の
画
面
に
、
一
文
献
に
つ
き
一

件
ず
つ
、
書
誌
事
項
は
で
き
る

だ
け
詳
し
く
項
目
ご
と
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

「
図
書
貸
借
依
頼
」
は
、
他

の
図
書
館
か
ら
図
書
を
取
り
寄

せ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
雑
誌
は

貸
借
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
東
京
理

科
大
学
の
他
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
か
ら
の
取
り
寄
せ
は
無
料
で

す
が
、
他
大
学
へ
依
頼
を
す
る

場
合
は
往
復
送
料
の
実
費
が
か

か
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
等
で
何
か
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も

カ
ウ
ン
タ
ー
に
て
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

心
の
病
気
が
突
然
に
始
ま
る

こ
と
は
稀
で
す
。
大
抵
は
睡
眠

障
害
と
「
う
つ
」
か
ら
徐
々
に

始
ま
り
ま
す
。
睡
眠
障
害
と
い

う
の
は
、
な
か
な
か
寝
付
け
な

い
、
す
ぐ
に
目
覚
め
る
、
寝
た

感
じ
が
し
な
い
な
ど
の
状
態
で

す
。「
う
つ
」
と
い
う
の
は
と

て
も
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

「
気
分
が
沈
む
、
悲
観
し
て

い
る
、
絶
望
し
て
い
る
、
苦
し

い
、
不
安
だ
、
じ
っ
と
し
て
お

れ
な
い
、
何
を
す
る
の
も
億

劫
、
楽
し
め
な
い
、
頭
が
回
ら

な
い
、
決
断
で
き
な
い
、
物
事

に
集
中
で
き
な
い
、
物
悲
し

い
、
理
由
も
な
く
涙
ぐ
ん
で
し

ま
う
、
寂
し
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
、
疲
労
し
て
い
る
…
」
ど
れ

も
「
う
つ
」
と
い
う
言
葉
で
表

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

自
分
の
状
態
に
「
あ
れ

っ
？
」
と
思
う
と
、
理
科
大
生

は
ま
ず
自
分
で
調
べ
ま
す
。
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
解
説
書
を
読

み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

を
調
べ
「
こ
の
説
明
と
ぴ
っ
た

り
合
う
ん
で
す
」
と
診
断
結
果

を
訴
え
ま
す
。
残
念
な
が
ら

「
心
の
病
気
」
の
自
己
診
断
は

的
外
れ
な
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
試
験
と
違

い
、
勉
強
し
た
か
ら
う
ま
く
解

決
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
専
門
家
の
判
断
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
の
状
態
に
「
あ
れ

っ
？
」
と
気
が
付
く
こ
と
は
、

心
の
健
康
管
理
に
と
て
も
大
切

な
こ
と
で
す
。
不
安
を
感
じ
た

ら
、
無
理
に
不
安
を
押
さ
え
込

ん
だ
り
自
己
診
断
を
し
た
り
せ

ず
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
や
相

談
室
で
専
門
家
に
話
し
て
く
だ

さ
い
。
早
い
発
見
が
望
ま
し
い

の
は
、
他
の
病
気
と
同
じ
で

す
。
勉
強
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
優
先
さ
せ
て

放
っ
た
ら
か
し
に
す
る
と
、
大

変
な
こ
と
に
な
る
の
も
同
じ
で

す
。

（
学
生
よ
ろ
ず
相
談
室
）

料
」
→
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

と
「
電
子
ブ
ッ
ク
」
を
選
択
す

る
と
所
蔵
リ
ス
ト
が
表
示
さ
れ

ま
す
。
希
望
す
る
雑
誌
名
や
図

書
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
フ

ル
テ
キ
ス
ト
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
ら
ば
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
あ
る
い
は
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。現

在
、
本
学
図
書
館
が
導
入

し
て
い
る
「
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
は
、
二
九
〇
七
種
類
で

す
。ま

た
「
電
子
ブ
ッ
ク
」
は
、

化
学
資
料
館
（
日
本
化
学
会
が

編
集
す
る
図
書
）、
理
科
年
表

プ
レ
ミ
ア
ム
（
大
正
十
四
年
創

刊
か
ら
最
新
年
度
版
）、W

iley

電
子
ブ
ッ
ク
（W

iley

社
が
発

行
す
る
五
十
三
タ
イ
ト
ル
の
図

書
）、Springer eBooks

（Lecture notes in com 
puter science

の
全
シ
リ
ー

ズ
）、Kenkyusha Online 

Dictionary

（
研
究
社
の
オ
ン

ラ
イ
ン
辞
書
）
の
五
種
類
で

す
。図

書
館
で
は
今
後
と
も
「
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
や
「
電
子
ブ

ッ
ク
」
等
の
電
子
資
料
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

創立100周年記念に建設された野田図書館

ダ・ヴィンチ素描展示コーナー＝野田図書館

電子ジャーナル・リストの画面（部分）

電子ブックリストの画面（部分）

久喜図書館の雑誌閲覧コーナー

諏訪東京理科大学の図書館

オンライン文献複写依頼の画面（部分）

文献複写依頼・書誌事項入力画面（部分）

７

不
安
？
早
目
に
相
談
し
よ
う

多
彩
な
企
画
で
科
学
を
満
喫

長
万
部
サ
イ
エ
ン
ス
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

本
学
で
は
、
全
国
の
高
校
生

を
対
象
に
「
身
近
な
も
の
に
サ

イ
エ
ン
ス
の
楽
し
み
を
発
見
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
八
月
八
日

〜
十
一
日
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
長
万
部
サ
イ
エ
ン
ス
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
二
〇
〇
七
」
を

実
施
し
た
。

色
と
光
を
テ
ー
マ
に
し
た
実

験
で
は
、
日
常
的
に
手
に
入
る

道
具
か
ら
最
新
鋭
の
機
器
ま
で

活
用
し
て
、
貝
殻
の
色
、
空
の

色
、
色
と
光
の
関
係
を
体
験
学

習
。
実
験
「
ホ
タ
テ
に
広
が
る

生
物
の
世
界
」
で
は
、
長
万
部

の
主
要
な
海
産
物
で
あ
る
ホ
タ

テ
を
題
材
に
、
生
物
の
神
秘
に

実
験
で
迫
っ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
「
空
と
大
地
」
で
は
、

有
珠
山
、
洞
爺
湖
、
昭
和
新
山

を
巡
り
、
火
山
に
よ
る
地
形
形

成
の
様
子
や
、
空
の
科
学
的
な

楽
し
み
方
を
体
験
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
「
長
万
部
と
ホ
タ

テ
」
で
は
ホ
タ

テ
養
殖
場
、
ホ

タ
テ
加
工
場
を

見
学
し
た
。

ま
た
ゲ
ス
ト

講
演
と
し
て
、

武
田
康
男
氏

（
千
葉
県
立
東

葛
飾
高
校
教

諭
・
日
本
気
象

予
報
士
会
会
員
）
に
よ
る
「
空

と
大
地
」、
木
幡
正
志
氏
（
長
万
部
町
）
に
よ
る
「
北
の
大
地

（
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
）
オ
・
サ
マ

ム
・
ベ
ツ
の
ほ
た
て
養
殖
」
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、
天
体
観

測
の
実
施
、
飯
生
神
社
例
大
祭

へ
の
参
加
、
大
漁
祈
願
祭
の
見

学
な
ど
、
北
の
大
地
な
ら
で
は

の
企
画
が
実
施
さ
れ
た
。

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は

「
大
自
然
の
中
で
こ
の
よ
う
な

理
科
体
験
が
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
。
誰
か
に
伝
え
た
い
」

「
他
の
地
域
の
高
校
生
や
大
学

生
・
大
学
院
生
と
の
交
流
が
と

て
も
新
鮮
で
、
い
い
経
験
に
な

っ
た
」「
普
段
は
な
か
な
か
体

験
で
き
な
い
地
域
と
の
交
流
が

で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
」

な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

た
。

ホ
タ
テ
で
生
命
の
神
秘
に
迫
る
実
験
…

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
地
形
の
勉
強

祭
り
に
参
加
、
神
輿
も
か
つ
い
だ
！
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八
月
十
八
日
（
土
）、
十
九

日
（
日
）
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
開
催
さ
れ
た
「
学
び
の

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
主
催
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
学
び
の
支
援
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
）
に
本
学
も
参
加

し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

小
中
学
生
に
最
先
端
の
学
び
の

楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
で
、
様
々
な
大
学
が
国

の
未
来
を
担
い
、
知
の
グ
ロ
ー

バ
ル
時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
「
楽
し
い
学
び
」

を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
学
か
ら
は
理
工
学
部
・
越

地
研
究
室
、
理
学
部
第
二
部
・

佐
々
木
研
究
室
の
二
研
究
室
が

次
の
企
画
で
参
加
し
、
分
か
り

や
す
い
科
学
実
験
等
に
よ
り
、

学
び
の
楽
し
さ
を
小
中
学
生
に

実
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

▽
理
工
学
部
・
越
地
研
究
室

「
心
臓
は
働
き
者
。
ポ
ン
プ
を

使
っ
て
心
臓
の
動
き
を
体
感
し

よ
う
」

▽
理
学
部
第
二
部
・
佐
々
木
研

究
室
「
紙
コ
ッ
プ
で
万
華
鏡
を

作
っ
て
み
よ
う
」
液
晶
の
仕
組

み
も
紹
介
。

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学

は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
、
本

法
人
に
お
け
る
公
益
通
報
に
関

す
る
規
程
等
に
も
と
づ
き
、
公

益
通
報
お
よ
び
相
談
（
以
下

「
公
益
通
報
等
」）
に
関
す
る
窓

口
と
し
て
、
監
査
室
内
に
「
公

益
通
報
・
相
談
窓
口
」
を
設
置

し
、
公
益
通
報
等
の
適
正
な
取

り
扱
い
に
努
め
ま
す
。

＊
利
用
の
範
囲　

本
法
人
に

従
事
す
る
職
員
等
（
派
遣
労
働

者
等
も
含
む
）
お
よ
び
在
学
生

＊
通
報
・
相
談
の
内
容　

本

法
人
に
お
い
て
、
法
令
違
反
等

の
不
正
行
為
が
生
じ
、
も
し
く

は
ま
さ
に
生
じ
よ
う
と
し
て
い

る
事
実
、
ま
た
は
一
定
の
事
実

が
そ
れ
ら
に
該
当
す
る
か
否
か

に
関
す
る
相
談
。
た
だ
し
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
虚
偽
、

他
人
の
誹
謗
中
傷
そ
の
他
の
不

正
目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
通
報
・
相
談
の
受
付　

公

益
通
報
等
は
、
次
の
方
法
に
よ

り
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
本

法
人
に
在
籍
す
る
学
生
に
よ
る

公
益
通
報
等
の
受
付
に
関
し
て

は
、
各
地
区
の
よ
ろ
ず
相
談
室

ま
た
は
学
生
相
談
室
を
経
由
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
面
談
に
よ
る
場
合
＝
学
校

法
人
東
京
理
科
大
学
監
査
室　

公
益
通
報
・
相
談
窓
口
〈
所
在

地
〉
研
究
社
英
語
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
三
階
（
東
京
理
科
大
学
神
楽

坂
校
舎
一
号
館
隣
接
ビ
ル
）

②
書
面
・
電
話
・
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
よ
る
場
合
＝
〈
あ
て

先
〉
〒
一
六
二
─
八
六
〇
一
東

京
都
新
宿
区
神
楽
坂
一
─
三
学

校
法
人
東
京
理
科
大
学
監
査
室

　

公
益
通
報
・
相
談
窓
口
〈
学

内
専
用
内
線
〉
一
九
四
七
〈
Ｔ

Ｅ
Ｌ
〉
〇
三
─
三
二
六
〇
─

四
三
四
七
（
直
通
）〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉

〇
三
─
三
二
六
〇
─
四
三
四
八

（
直
通
）

③
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
場
合

＝
専
用
ア
ド
レ
ス

tsuuhou@
adm

in.tus.
ac.jp＊

通
報
・
相
談
者
の
保
護　

公
益
通
報
等
の
調
査
に
当
た
っ

て
は
、
当
該
通
報
ま
た
は
相
談

を
行
っ
た
者
が
職
場
環
境
ま
た

は
教
育
研
究
環
境
に
お
い
て
、

不
利
益
な
取
り
扱
い
を
受
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
し
た
う

え
で
、
実
施
し
ま
す
。

長
い
髪
を
後
ろ
で
束
ね
て
、
き
り
っ

と
し
た
風
貌
の
森
下
さ
ん
。
左
胸
に
赤

く
「
キ
リ
ン
」
と
染
め
抜
い
た
、
ベ
ー

ジ
ュ
の
上
下
セ
パ
レ
ー
ト
の
作
業
服
が

よ
く
似
合
う
。

入
社
し
て
ま
だ
二
年
半
、
若
さ
が
は

じ
け
る
。
大
学
生
活
で
は
四
年
間
、
水

泳
部
に
い
て
東
日
本
の
理
系
大
学
の
大

会
等
で
、
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
や
、
自

由
形
、
個
人
メ
ド
レ
ー
に
出
場
し
、
た

び
た
び
入
賞
し
た
。
そ
の
フ
ァ
イ
ト
が

社
会
人
に
な
っ
て
も
消
え
て
い
な
い
。

「
部
活
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
が
何

よ
り
の
宝
で
す
」
と
語
る
森
下
さ
ん
に

と
っ
て
、
他
大
学
と
の
学
年
・
年
齢
を

超
え
た
付
き
合
い
が
、
社
会
人
に
な
っ

て
も
大
い
に
役
立
ち
、
会
社
で
も
先
輩

た
ち
の
間
に
す
っ
と
溶
け
込
め
た
。

仕
事
は
工
場
で
の
ビ
ー
ル
、
発
泡

酒
、
そ
の
他
の
醸
造
酒
の
品
質
保
証
担

当
で
、
製
品
の
化
学
分
析
と
微
生
物
分

析
に
あ
た
る
。
そ
の
分
析
値
だ
け
で
な

く
、
こ
こ
で
は
官
能
検
査
も
重
要
で
、

自
分
の
口
、
鼻
、
目
と
い
っ
た
五
感
を

通
し
て
、
色
を
見
、
香
り
を
嗅

い
で
、
お
い
し
い
製
品
の
維
持

に
つ
と
め
て
い
る
。
ビ
ー
ル
が

生
ま
れ
て
か
ら
送
り
出
す
ま
で

の
い
わ
ば
目
付
け
役
で
あ
る
。

だ
が
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
五

感
を
保
つ
の
は
簡
単
で
は
な

い
。
入
社
時
か
ら
に
お
い
を
嗅

ぎ
分
け
る
訓
練
を
続
け
た
。
職

場
で
は
常
時
、
新
人
・
先
輩
に

か
か
わ
ら
ず
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、

そ
の
感
性
を
向
上
さ
せ
る
努
力
を
重
ね

る
。
さ
ら
に
本
を
読
む
な
ど
勉
強
し
、

五
感
で
得
た
感
覚
を
、
適
格
に
表
現

し
、
わ
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え
る
作

業
が
重
要
な
の
だ
。

大
学
院
で
は
イ
ネ
の
研
究
を
し
て
い

た
。
最
初
は
研
究
職
の
道
に
進
も
う
と

し
た
。
だ
が
途
中
で
、
商
品
に
近
い
と

こ
ろ
で
、
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
に
興

味
が
わ
い
た
。
商
品
の
安
全
・
安
心
を

守
る
仕
事
が
し
た
く
な
っ
た
。
部
活
で

の
仲
間
と
よ
く
酒
を
飲
ん
だ
。
酒
は
沢

山
の
思
い
出
を
紡
ぎ
出
し
て
く
れ
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
関
係
の
企
業
が
い
い
か

な
と
漠
然
と
思
っ
た
時
、
大
学
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
で
、
キ
リ
ン
の
人
事
担
当
者
が

「
私
に
は
マ
イ
ク
は
い
り
ま
せ
ん
」
と

い
っ
て
説
明
を
は
じ
め
た
。
そ
の
元
気

に
“
堅
く
て
古
い
会
社
”
と
思
っ
て
い

た
キ
リ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
が
壊
れ
て
、
好

感
が
も
て
た
。
か
く
て
森
下
さ
ん
は
キ

リ
ン
の
人
と
な
っ
た
。

森
下
さ
ん
の
夢
は
、
入
社
時
も
今
も

変
わ
ら
な
い
。
入
社
十
年
で
新

商
品
の
開
発
に
携
わ
り
た
い
。

カ
ク
テ
ル
が
大
好
き
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
で
出
さ
れ
る
同
じ
お
い

し
い
味
の
カ
ク
テ
ル
を
、
家
庭

で
飲
め
る
よ
う
に
し
た
い
。
そ

の
夢
を
語
る
笑
顔
が
さ
わ
や
か

な
、
森
下
さ
ん
の
カ
ク
テ
ル
が

待
ち
ど
お
し
い
。　
　
　
（
Ｋ
）

子
ら
と
共
に「
楽
し
い
学
び
」

「
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」に
本
学
も
参
加

紙コップで作った万華鏡を楽しんだ

心臓の神秘の働きを体感

「
公
益
通
報
・
相
談
窓
口
」設
置

面
談
・
文
書
な
ど
で
受
け
付
け
ま
す

川
村
康
文
准
教
授
が
編
集
に
協
力
し
た

『
子
ど
も
科
学
技
術
白
書
』出
版
さ
れ
る

理
学
部
第
一
部
物
理
学
科
の

川
村
康
文
准
教
授
が
編
集
に
協

力
し
た
『
子
ど
も
科
学
技
術
白

書
』
が
、
文
部
科
学
省
の
監
修

に
よ
り
こ
の
ほ
ど
出
版
さ
れ

た
。文

部
科
学
省
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
科
学
技
術
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
高
め
て
い
く
た

め
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
写
真

や
デ
ー
タ
も
用
い
な
が
ら
、
マ

ン
ガ
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

た
『
子
ど
も
科
学
技
術
白
書
』

を
作
成
し
て
い
る
。

今
回
、
川
村
准
教
授
が
編
集

協
力
し
た
の
は
「
子
ど
も
科
学

技
術
白
書
Ⅷ
ま
ん
が　

時
空
船

フ
ォ
ト
ン
号
の
冒
険　

量
子
ビ

ー
ム
の
世
界
」。
放
射
光
や
中

性
子
ビ
ー
ム
と
い
っ
た
「
量
子

ビ
ー
ム
」
は
、
生
命
科
学
や
物

質
科
学
な
ど
で
広
く
私
た
ち
の

生
活
を
支
え
て
い
る
技
術
で
あ

る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

天
文
学
な
ど
最
先
端
の
科
学
で

も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
白
書
で

は
、
こ
の
「
量
子
ビ
ー
ム
」
が

ど
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
に

役
立
つ
の
か
、
マ
ン
ガ
で
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

『
白
書
』
は
、
全
国
の
各
小

学
校
、
公
立
図
書
館
、
科
学
館

等
に
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、
政

府
刊
行
物
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
も
販
売
し
て
い
る
。

＊
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ

http://w
w

w
.m

ext.
go.jp/a_m

enu/kaga 
ku/kodom

o/index.
htm

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
宛
先
】 

〒
162- 

8601
新
宿
区
神
楽
坂1 -3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課

【FAX

】 03 -3260 -5823 

【E-mail

】 koho@admin.tus.ac.jp

受賞者（所属・学年は受賞時） 受賞名 大会・学会名等 受賞テーマ等 受賞日
池上　弘晃 理工研・機械・修２ ベストプレゼンテーション賞 ㈳精密工学会・2007年春季大会 リニアガイドの玉戻り経路の最適化に関する研究 ５月10日

塚原　隆裕 理工研・機械・博３ 奨励賞 ㈳日本伝熱学会
㈳日本伝熱学会が優秀な若手研究者に贈賞するもので「大規模直接数値シ
ミュレーションによる平面クエット流の乱流熱伝達に関する研究」を通じ
て、伝熱研究の進展に貢献し、その功績が認められた

５月24日

西脇　芳典 理研・化学・博１ 科学警察研究の部最優秀賞 警察研究論文 高エネルギーシンクロトロン放射光蛍光X線分析を用いた法科学鑑定のた
めの微細ガラス片の非破壊異同識別 ５月25日

赤松　洋孝 理工研・機械・修２ 学生優秀発表賞 ㈳日本設計工学会・平成18年度秋季研究発表講演会 直流電流下における極小玉軸受の電流限界密度に関する研究 ５月26日

関　　浩康 理工研・工化・修２ 講演奨励賞 ㈳日本化学会・第87春季年会 ラダーオリゴおよびポリフェニルシルセスキオキサンの合成 ５月29日

島津　昭仁 理工研・工化・修２ ポスター賞 第２回ホスト・ゲスト化学シンポジウム
Determination of DNA Binding Modes of Ellipticine Analogs with 
Orientation of Dye Molecules in DNA Based Films with Chain Alignment 
and Determination of Binding Constants Kass with QCM

６月16日

新蔵　俊徳 薬研・薬学・修２ ナイスポスター賞 日本環境化学会・第16回環境化学討論会 モデル焼却炉におけるフェノール類からのダイオキシン類生成に及ぼす共
存有機物の影響 ６月22日

宇都宮将道 理工研・工化・修２ ポスター賞 第２回フルオラステクノロジー国際シンポジウム Developement of Novel Fluorous Polymers and their Application to the 
Solid-Phase Reactions in the Presence of the Fluorous Catalsts ７月31日

杉山　朋正 理工研・工化・修１ ポスター賞 ㈳日本化学会・化学電池材料研究会 SOFC用固体電解質La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.2-xCoxOy（x=0,0.085）の酸素
ノンストイキオメトリー、結晶構造と導電率の関係 ８月３日

濱本　理紗 工研・建築・修１ 第３等賞
釜山国際建築デザインワークショップ（2007 BUSAN 
INTERNATIONAL ARCHITECTURE CULTURE 
FESTIVAL WORKSHOP）

韓国釜山市の主催による、国際ワークショップであり、釜山の光復洞の実
際の敷地を対象に、国籍を超えて韓国、中国、日本の建築を学ぶ学生114
名が集い、設計で競い合い、受賞した

８月26日

黒田　　桃 工１・建築・４年 第２等賞
釜山国際建築デザインワークショップ（2007 BUSAN 
INTERNATIONAL ARCHITECTURE CULTURE 
FESTIVAL WORKSHOP）

韓国釜山市の主催による、国際ワークショップであり、釜山の光復洞の実
際の敷地を対象に、国籍を超えて韓国、中国、日本の建築を学ぶ学生114
名が集い、設計で競い合い、受賞した

８月26日

原田　智宏 基工研・材料・修１ 優秀賞 第23回日本セラミックス協会関東支部研究発表会 放電プラズマ焼結法とゾル−ゲル法を併用したCeドープZrW208セラミッ
クスの作製及び評価 ８月31日

仲田　有佳 基工研・材料・修１ 奨励賞 第23回日本セラミックス協会関東支部研究発表会 Ceドープケイ酸塩系ガラスの発光に及ぼす紫外光照射の影響 ８月31日

中村　大毅 基工研・材料・修１ 奨励賞 第23回日本セラミックス協会関東支部研究発表会 Co3O4-TiO2-Si02系分相・結晶化ガラスの磁気特性 ８月31日

小泉　和之 理研・数学・博２ 優秀報告賞
2007年度統計関連学会連合大会（応用統計学会・日
本計算機統計学会・日本計量生物学会・日本行動計
量学会・日本統計学会）

欠測データを含む一様構造モデルのもとでの２つの平均ベクトルに対する
同等性検定について ９月９日

吉羽　秀彰 理工研・機械・修１ 優秀賞 ㈳日本機械学会・機素潤滑部門卒業論文コンテスト チェーン要素を用いた摩耗試験機の開発 ９月10日

野澤　諒子 理工研・機械・修１ 優秀賞 ㈳日本機械学会・機素潤滑部門卒業論文コンテスト ミニアチュア玉軸受の保持器挙動観察 ９月10日

鷲見　若菜 理工研・機械・修１ 優秀賞 ㈳日本機械学会・機素潤滑部門卒業論文コンテスト リニアガイドの騒音・振動に及ぼすエンドキャップ管路の影響 ９月10日

広末　忠之 理工研・電気・修２ セッション・
シンポジウムポスター優秀賞 日本セラミックス協会・第20回秋季シンポジウム 高密度KNbO3セラミックスの作製プロセス ９月12日

眞下　泰明 理工研・工化・修２ 優秀発表賞 ㈳化学工学会・第39回秋季大会シンポジウム「超臨
界流体技術のニューフェイズ」 水/超臨界二酸化炭素マイクロエマルション内水相のFT−IRによる観察 ９月15日

東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧東京理科大学学生の各種論文・研究発表等の受賞　一覧 （平19・５月～9月）


